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は し が き

∋

長
　この報告書は，日米知事相互訪問計画に基づく第3回日本知事団の訪米に

っいての記録として作成しましたが，惣々の間にまとめたので，粗漏の点も

多いことと存じお詫びいたします。

　第1部では「アメリカにおける第3回日米知事会議」について記述し，第

2部では「各州訪問と米政府高官との会見」について記述しました。第3部

では「訪問州の概況」について記述し，参考に供することといた

しました。

　この報告書の作成に当つては，加藤知事が「夕刊新聞」に掲載された記事

を，随所に引用させていただきましたので，お礼申し上げます。

　最後に便宜供与を受けた入々の氏名リストを加えました。

タ
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共同団長

共同団長

旅行団一行氏名
日本知事代表団

　　氏　　　　名

安孫子藤吉及び夫入

金子正則

木村守江

池田　直

田部長右衛門及び夫人

平野三郎及び夫人

加藤武徳及び夫人

永野厳雄

下位真一郎

　　　　　　　随

宮内　彌

小川政吉

安田正典

河本幸夫

福田　実

Paul田村

アメリカ国務省

　　　職

山形県知事

香川県知事

福島県知事

佐賀県知事

島根県知事

岐阜県知事

岡山県知事

広島県知事

奈良県副知事

　行

全国知事会事務局長

〃　渉外部参事

商船航空サービス

Escort　officer

通　　訳

通　　訳

一8一
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アメリカ全国知事会

▼

Brevard　Crihfield

Gene　T．　Minogue

Loyal　M．　Liken

Lois　Murphy

事務局長

Airlines　Consultant

　　〃

クリフイールド局長秘書

ρ
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日本知事団アメリカ訪問日程

（5月17日（水）午前10時@日本航空2便にて　東京国際空港発）

午後11時

5月16日（火）　ハワイ州ホノルル

　　日本航空2便によリホノルル国際空港着。

　　ロイヤル・ハワイアン・ホテル宿泊。

　　　　　　　　5月17日（水）　ハワイ州ホノルル

午前　9時　　　　　ホテルにて共同団長安孫子知事メッセージ発表。

午前　9時30分　　イースト・ウエスト・センターに向けホテル発。

午前11時15分　　パンチボール記念墓地到着。

　正 午日本総領事官邸で昼食会。

　午　　　　後　　　自由行動（エスコート付き）

午後　5時20分　　ハワイ州知事官邸における晩さん会出席のためホテル発。

　　　　　　　　5月18日～木）

　　　　　　　　　　ハワイ州ホノルルーアイオワ艸1デモイン

午前　9時54分　　シー・ライフ公園に向けホテル発。

午前11時45分　　同上発。ポリネシア文化センター昼食会に出席。

　午　　　　後　　　自由行動。

午後　6時30分　　歓楽亭に向け出発。在ハワイ日系人団体招宴。

午後11時45分　　日本航空2便・によリホノルル国際空港発。

▼

ら

一10一



」

午前　7時30分

午前　8時30分

午後　3時

午後　4時　3分

午後　7時

午後　9時30分

午前　8時

午前　9時30分

午前11時30分

午前10時

　正　　　　午

午後　1時30分

午後　4時30分

午後　6時30分

5月19日（金）　アイオワ州デモイン

　サンフランシスコ着。

　サンフランシスコ発。午後2時11分イリノイ州シカ

　ゴ着。ユナイテツド航空321便に乗り替え。

　アイオワ州デモインに向けシカゴ発。

　デモイン着。アイオワ州知事，軍旗護衛兵，楽隊の歓

　迎。セーバーリー・ホテルに向う。

　アイオワ州知事ヒユーズ氏夫妻主催，全米知事会実行

　委員との晩さん会。セーバーリー・ホテル内デモイン

　　・ノレームo

　閉　　会。

5月20日（土）　アイオワ州デモイン

　ホテル内アイオワ・ルームにて非公式朝食会。

｝第・回日米知事鑑

ノ

知事夫人は州知事私邸に澄いて茶会招待。

ホテル内アイオワ・ルームにて昼食会。

州議事堂，議事堂構内釣鐘，農場，美術館等視察。

ホテル帰還。

ホテル内テラス・ルームにてヒユーズ知事夫妻主催レ

セプシヨン及び晩さん会。

一11一



午前　9時

午前10時30分

午後　零時15分

午後　1時22分

午後　2時40分

午後　4時27分

午後　5時30分

午後　7時

午後　9時

5月21日（日）

　　アイオワ州一ミシガン州デトロイト

　　セーバリー・ホテル内アイオワ・ルームにて非公式朝

　食会。

空港に向けホテル発。

ユナイテット航空246便にてデモイン発。

シカゴ着。飛行機乗替え。

アメリカン航空546便にてシカゴ発。

デトロイト・メトロポリタン空港着。

ロムニー知事，ラボドニイ日本名誉総領事歓迎。

ホテル・ポンチヤートレイン着。

ホテル・ポンチヤートレイン，オリエンタル・ルーム

にてデトロイト・エジソン会社主催レセプシヨン。

「ミシガン州」と題する映画上映。

’、r

午前

午後

　　　　5月22日（月）　ミシガン州デトロイト

7時30分　　ホテル発。

8時30分　　ブルーム・フイールド・ヒルの州知事私邸における朝

　　　　　　食会。（クランブルツク・アート・アカデミーの日本

　　　　　　人留学生5名陪席。

午前9時15分～
　　9時30分

午前　9時30分

午前10時15分～
　　10時45分
午前11時30分～

知事私邸において記者会見。

バスにてクランブルック地域を観光。

ジエネラル・モーターズ会社技術研究所視察。

出征軍人記念館到着。デトロイト経済クラブ主催のミ

一12一
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　正　　　　午

午後　2時

午後2時30分～
　　3時

午後　3時15分

午後　5時15分

午後　7時

午後　9時

シガン週間「政府デー」昼食会。

出征軍人記念会館発。

フオード自動車会社リバー・ルージユ工場視察。

デブリーグ氏所有のヨット「ジグミル4世号」にてデ

トロイト河巡航。

デトロイト市下町D－Cドソク到着。下船。

出征軍人記念会館において大デトロイト地区商業会議

所主催レセプシヨン及び晩さん会。

晩さん会終了。バスにてホテル帰還。

ぷ

午前

午前

午前

　　　　　5月23日《火）

　　　　　　ミシガン州デトロイト～ワシントンD・C・

8時　　　　　バスにてホテル発。

8時15分　　マグレガー記念会議場にてフレイザー理事と会見。

9時　　　　　グリーンフイールド・ビレソジ視察。馬車にて見学。

　　　　　　　（リンカーン大統領が弁護士をつとめたローガン郡裁

　　　　　　判所澄よびエディソンが電球，蓄音機を発明したメン

　　　　　　ロー・パーク・ラボラトリー等）

午前　9時45分

午前10時30分

午前11時20分

午後12時15分

午後　3時30分

バスにてアナーバーに向う。

ミシガン大学本部，構内視察。

アナーバー市庁舎到着。フルチヤー市長等訪問。

ミシカン大学迎賓館イングリス・ハウス到着。

ハッチヤー総長主催昼食会出席。

ユナイテソト航空652便1（てデトロイト発。

一13一



午後　5時15分

午後　7時30分

ワシントンD・C・到着。ワシントン・ヒルトン・ホ

テルに向う。

日本大使館における晩さん会。

午前　9時45分

午後12時30分

午後　6時55分

午後　8時07分

5月24日（水）

　　ワシントンD・C・～ロードアイランド州プロビデンス

ワシントン・ヒルトン・ホテル発。

ジヨンソン大統領及び前フロリダ州知事大統領府緊急

計画局長フアリス・ブライアント氏と大統領府275

号室にて会見。

知事夫人は市内見物。

国会議事堂内上院議会会議室にて昼食会。

後に上下両院議会見学。

アリゲニ航空829便にて空港発。

ロードアイランド州ヒルスグローブ空港着：。

チエイフイー知事歓迎。バスにてシエラトン・ビルト

モア・ホテルに向う。

午前

午前

午前10時30分

　　　　5月25日（木）

　　　　　　ロードアイランド州プロビデンス及びニユーポート

8時30分　　州庁にて州知事と朝食会。

9時30分　　ロードアイランド州デイザイン学校及び美術館にてオ

　　　　　　リエンタル・コレクシヨン見学。

　　　　　　ニユーポート及び史跡「ブレイカーズ邸」視察のため出発。

　　　　　　　　　　　－14←
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午後12時15分

午後　1時

午後　2時30分

午後　3時15分

午後　4時15分

午後　6時

午後10時

オーシヨン・ドライブに沿うて観光。

「エルム」邸に到着。昼食会。

聖ジヨージ・スクール視察。

アリス・プレイトン女史の家に到着。

装飾的に刈り込んだ庭園見学。お茶。

プロビデンスのシエラトン・ビルトモア・ホテルに帰

還。

イースト・プロビデンスのスカンタム・クラブにて焼

蛤夕食会。

ホテル帰還。

遍

午前　6時

午前　9時

午前11時45分

午後　3時

5月26日《金）

　　ヴアーモント州モンペリア及びバーリントン

バスにてヴアーモント州モンペリアに向けプロビデン

ス発。

ヴアーモント州庁（モンペリア）着。州庁にてホフ知

事歓迎。記者会見。

ナシヨナル生命保険会社にて昼食会。

知事夫人は，ストーのトラッププアミリー・ロツジに

てミセス・マリキ・フオントラツプ夫人と昼食。

のち景色を鑑賞しながらドライブしてバーリントンに

向う。

エセックス・ジャンクソンのIBMを工場長ジエーム

ス・J・リツチー氏の案内にて視察。
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午後　4時15分

午後　5時30分

午後　9時30分

パーリントンのハラデイーン着。

ヴアーモント大学においてライマン・S・ラウル総長

主催の晩さん会出席。

ホリデー・イン帰還。宿泊。

午前　7時30分

午前　8時45分

午前11時

午前11時30分

　午　　　　後

午後　6時

午後　8時

午後10時15分

5月27日（土）

　ヴアーモント州バーリントン～カナダ・モントリオール

ホリデー・インにて朝食。

1967年万国博視察のためカナダ・モントリオール

に向けバスにて出発。

モントリオール万国博着。

チヤルス・E・ワイリー氏の案内にてヴアーモント館

視察。

自由行動。

クエベック館にて夕食会。

EXPO67出発。

ホリデー・イン帰還。

’∀

午前　8時30分

午前　9時30分

午前11時

5月28日《日）

　　ヴアーモント艸1バーリントン～マサチユセツツ艸1ポストン

ホリデー・インにて朝食。

バーリントン市及び市内再開発地視察。

ノース・イースト航空227便にてマサチユセツツ州

ボストンに向けパーリントン発。

一16一
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午後12時　1分

午

夜

後

午前　8時30分

午前　9時15分

午後12時30分

午後　1時45分

午後　6時30分

ボストン・ローガン国際空港着。シエラトン・プラザ

・ホテルに向う。

自　　由。

ウインチエスターの知事私邸にて同知事主催

イタリアン料理晩さん会。

ライシヤワー前大使夫妻出席。

5月29日（月）

　　マサチユセツツ州ポストン

シエラトン・プラザ・ホテルにて朝食。

フリードム・トレイル視察のため出発。

記念艦コンステイチユーシヨン号，ボストン博物館，

ハー Oアード大学等訪間，サイクロトロン視察。

レストラン・アンソニー・ピア・フオーにて昼食。

州議事堂に向う、、州議会議事堂訪問。近傍の歴史的な

町（レキシントン・コンコード・プリマス）訪問。

ホテル帰還o

クラブ・アルゴンクインにてレセプシヨン及び晩さん会。

　　　5月30日（火）

　　　　　マサチユセツツ州ボストン

この日をもつて日本知事代表団の公式行事を終る。

知事たちは午前又は午後，直接日本帰国又はヨーロツ

パ，南米訪問のため出発。
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説　明　矛3回日米知事会議
　　　アイオワ州デモイン・セイパリー・ホテル
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　アメリカにおける

第3回　日米知事会議
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　　　　アメリカにおける第3回日米知事会議（日程〉

　　　　　　　アイオワ州デモイン・セイパリー・ホテル

　　　　　　　　　　　1967年 5月20日

開　　　‘　　　会午前9時30分

開　会　の　辞アイオワ州ハロルド・E・ヒユーズ知事

歓迎のことばアメリカ全国知事会会長ノースダコタ州知事ウィリアム・ガイ

アメリカ出席代表紹介　　同　　上

日本側挨拶共同団長山形県知事安孫子藤吉

日本側出席知事紹介　　同　　上

日本側提出議題（1）人口移動に伴う社会的経済的諸問題。

　　　　　　　　　　（2）住民の自治意識とこれが高揚について

アメリカ側提出議題　アメリカにおける人口移動

アメリカ側意見発表者　アイオワ州立大学教授エバー・エルドリッジ博士

日本側意見発表者　福島県知事　木村守江

　　　　　　　　　　岡山県知事　加藤武徳

討　　　　　　　　論

閉　　　　　　会午前11時30分
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第3回日米知事会議アメリカ側出席代表

ウィリアム・L・ガイ

ハロルド・E・ヒユーズ

ジエイムス・A・ローズ

シヨーシ・ロムニー

ワレン．P・ノーウエルス

ヒユーレット・C・スミス

キヤルヴイン・L・ランブトン

ジヨン・ヴオルプ

ブレヴアード・クリフイールド

エバー・エルドリツジ博士

フランク・コビントン

アメリカ全国知事会会長，ノースダコタ州知事

アイオワ州知事

オノ、イオグW矢日事

ミシガン州知事

ウイスコンシン州知事

ウエスト・ヴアージニア州知事

ユタ州知事

マサチユセツツ州知事

アメリカ全国知事会事務局長

アイオワ州立大学教授

アイオワ州計画局長

遍
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　アメリカにおける第3回日米知事会議は，前記会議日程のように，5月20

日アイオワ州デモインのセイバリー・ホテルで開催されたが，会議には，肩

本側から・知事夫人を除いた日本知事団全員が出席，アメリカ側からは，別

紙アメリカ側出席代表リストの人々が出席した。

　会議は，2時間足らずの短時間であつたが，議題に対する討議を尽し，相

当の成果を挙げ得たものと確信する。ただアメリカ側演説者ミシガン大学教

授エバー・エルドリツジ博士の「アメリカにおける人口移動」を検討すると，

人口移動に伴う社会的経済的問題は，日米必ずしも軌を一にしておらないと

いうことである。すなわちアメリカでは，人口移動は，給与の格差をなくし，

経済発展の原動力と考え・たとえ農村人口が減少しても，却つて生産は増加

し，1人あたりの所得は増加しているので，農村人口の過疎問題は，少しも

憂える必要はないとしている点である。

　この点について，岡山県知事は，「夕刊新聞」に次のように発表しておら

れるので，引用させていただくこととする。

　前文略『また，労農人口の減少による過疎地帯の悩みは，米国には無いと

いうことが，次第にわかつて来た。また，1人あたりの平均賃金所得が，地

域によつて異つていることが，人口移動がこの格差を是正しているのだとい

う説明も行なつていた。これらの結果，人口移動にともなう社会的，経済的

問題はいろいろあるが，総じて所得全体はますますよくなつており，移動に

よる利益は大きいとする考えで，論理が進められていた。』

　『米国でも日本と同様に，農村の人口流出，都市人口の増大が問題化しつ

つあるようだが，日本ほど深刻ではないというのがわたしの受けた印象で，

人口移動の対策の説明でも，ちよつとわれわれの理解に苦しむような点がな

いでもなかつた。』　エパー・エルドリッジ博士の演説の全文は，次に掲載

するとおりである。
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アメリカにおける人口移動

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミシガン大学教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　エバー・エルドリツジ博士

緒　言

　ガイ知事，ヒユーズ知事及び高貴なる訪問者各位。

　日本の年鑑と，アイオワ大学心理学部学生リー女史の翻訳のご協力を得て

私は，日本の人口問題について若干の知識を得ることが出来ました。多くの

点で日本の人口移動は，アメリカの人口移動と似ています。日本はアメリ．カ

と同様，人口の密集地域を有しております。日本はまた，アメリカにおける

と同様人口稀薄な地域を有して●ります。日本では，アメリカと同様，一地

域から他の地域に不断の人口移動が行なわれて諭ります。

　また日本では，アメリカのように，職業の絶対数は着実に増加しています

が，すべての「職種」が平均して増加しているのではなく，アメリカのよう

に，人口は職が得られる地域に移動する傾向があります。

　したがつて・日本に●ける人口移動の背後ほある基本的な要素及びこれら

の要素の一般的結果は，アメリカにおけると同様であhます。しかしながら

同時に若干の根本的相違もあるのであります。これらの相違の一つは，地理

的分布ということであります。第一図は日本がアメリカに重ねられておると

ころを示しています。アメリカにおける人口移動の範囲は，日本国内に澄け

る人口移動の範囲より遙かに広範囲にわたつております。この範囲の相違と

いうことが，時間，経費，社会的調整，及ひその他の社会的要因に関する相

違をもたらすのであります。

　加うるに，日本の入口移動の影響は，アメリカに澄ける影響と相当異つて

澄るのであります。人口移動の影響に●ける主要な相違は・現在の人口密度

に関係をもつて澄ります。（第二図）　日本は1965年に1平方哩に679

人の人口密度を有して●り，アメリカは54人でありましたが日不の1年間
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1

の人口増加率はアメリカの増加率よりは非常に少ないのであります。

アメリカ国内における人口移動の方向と大きさ

　今朝の私のか話は，アメリカの人口移動の万向と大きさ，及びどうして移

住が起るのか，移動する人はどんな人か，この人口移動の重要な経済的帰結

は何か等について専ら説明いたします。これらの題目に関する私のお話は，

アメリカ国内の経験にすぎませんけれども，きつと多くの点で皆さん万にも

知られた事柄であると存じます。と申しますのは，皆さん方は，日本国内の

人口移動について基本的に同一考え万に立つてお・られるからであります。

　第3図は，1950年～1960年間のアメリカ各州内における雇用総数

の百分率増減を示して澄ります。この図の下部の説明は，図示した百分率増

滅の範囲を示しております。これによつて雇用に澄ける最大の百分率増加は，

西部諸州に起つていることが分ります。もつとも東部のニユーヨーク，コネ

テイカソト，ニユージヤージー，デラウエア，メリーランドも相当の増加を

示しておりますが………加うるにシカゴ地域，イリノイ，ミシガン，オハイ

オ諸州は，非常に大幅の増加を示しています。西部地域とアメリカの既成工

業地帯は最大の雇用増加率を示しております。

　働らく人々は，引退して●るか裕福に独立している場合のほか，職のある

ところに移動することはさきに述べました。これは彼等の家族のために生活

費を得ることが必要だからでありまず。　この論理は，第3図と，

アメリカ国内各州における1950年～1960年間の人口増減を

示す第4図とを比較すれば分ります。重ねて人口増加率の大きいのは，西部

地区，シカゴ周辺の工業地区及ひ若干の最東部の州であることが分るのであ

ります。

　アメリカ中心部には比較的雇用が増加しないし，また大陸中央部地区には

比較的に人口増加率が低いと不用意に考え勝ちであります。同様にこれち大　cl

陸甲央部諸州には経済発展の進度が遅かつたと一般に考えられ勝であります。

　　　　　　　　　　　　　　－27一



このような仮定は・必ずしも真実ではありません。今朝私が強調したいと思

いますことは，経済発展は大陸甲央部諸州にも起つたということ及び，人口

は経済発展の十分な指標にはならないということであります。この点に関し

後に更にくわしく述べてみたいと存じます。私は一つの重要な真実について

皆さんの注意を喚起したいと存じます。比較的人口増加率の低い州の多くはド

農耕が雇用全体のうちで高い率を占めている諸州であるということでありま

す。

　第5図は，アメリカ国内の人口移動の形態を示したものであります。陰影

のある部分は「流出移動」（out－migration　）の地域であります。流出

移動という言葉は，しばしば誤解されております。この言葉は必ずしも州の

絶対的人口の喪失を意味するものではありません。ある州の1950年に●

ける人口数を基礎として考えますと，出生は加えられ，死亡は滅じられ・そ

の州は1960年には，一定の本来有すべき人口（potential　popula－

tion）を有している筈であります。もし実際にこの州が本来有すべき人口

（potential　population）よりも少ない人口を有しておるならば，流

出移動が生じたのであります。もしその州がpotential　populationよ

りも多くの人口を有しているならば流入移動が起つたのであります。流出移

動とか流入移動という言葉は，このように使われるのであります。陰影のあ

る州のすべては，この期間甲彼等の住民がその州に留つていたとしても・

1960年に本来有すべき人口よりも少ない人口を有していた州であります。

言葉を替えて申せは，第5図の「陰影」のある州の多くは，人口の増加はあ

つたとは言え，純粋な流出移動が起らなかつたとするならば，もつと多くの

人口増加があつた筈であります。

　重ねて私は，流出移動の州は，農耕が全体の職業に対して比較的高い比率

をなしている州であると指摘したいのであります。

　第6図は，アメリカ国内における人口移動のもう一つの別の型を示してお

ります。人口5，000人以下の都市は，入口50，000人以上の都市が32．8
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％の増加をみているに反し22％の減少をみております。小都市から大都市

へのこの移動は，アメリカでは長年にわたり起つている現象であります。そ

して小都市にも大都市にもいろいろの問題を起しております。職は多くの小

さい都市に減少し，大きな首都地域に多くの新らしい職がつくり出されてい

ることは，経済学上の真理であります。アイオワの関心事の一つは，州内に

人口5，000以下の都市900以上も有していることであります。

　第7図は，人口500，000以上の都市を示しています。一これはアメ

リカでは大都市であります。これらの都市の大部分は，東部と西部に位置し，

中西部には殆んどありません一これは一部大陸中部地域からの流出移動を

物語つてお・ります。これらの大都市に職が増加して，小都市に減少している

時には，大都市の位置は，全般的人口移動に影響を及ぼします。

移動の刺戟は国の経済発展よリ来たる

　一般の人々は，流出移動は経済発展に起因し，事実経済発展に貢献すると

いうことを認識せずに，経済の衰退と関連させようとしがちであります。生

産力は，経済発展の最も信頼の置ける評価基準の一つであります。もし生産

力の増加が，消費者側にとつて望ましい増加であるならば，その生産力の増

加は，収入の増加という報酬を与えられるでありましよう。

　第8図は，アイオワにおける年間1人あたりの生産力の変化を示して●り

ます。アイオワは流出移動の州であり，比較的雇用者の増加も少なく，人口

の増加も僅少であります。これら一般的統計の底にひそむものを観察者が探

求するならば，彼はアイオワ州内の農業も農業以外の仕事も，両者の生産力

の増加は，まことに顕著であることに気付くでありましよう。農業以外の労

働者の一人あたりの生産力の24％の増加に比し，農業従事者の一人当りの

生産力が59％増加したことは，すさまじい経済発展を示すものであります。
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　また，農作物に澄ける驚嘆すべき生産力の増加は（1）収獲の改良及び更に重

大なことは（2）単位労働力に対してより多くの土地と資本を増加する農園の統

合一これによつて一人当りの年間生産力を増加する一の結果であること

に注目すべきであります。

　しかしながら農作物の生産力の増加は・仕事が少ないことによるのである。

一人の農夫が隣りの農場を自分の農場に加えると，一家族が農業を止めるこ

とになるのであります。その結果われわれは，農業における経済発展（生産

の増加）は，仕事を減らすという珍らしい事情を引き起して澄るのでありま

す。他万農業以外の経済発展はしはしば，仕事を殖やしておるのであります。

農業に拾ける固定した土地は，農業以外の産業では当面することのない制約

をもたらすのであります。それ故農業に澄ける技術的経済的発展が早ければ

早いほど，一そう農耕の仕事の減少を早めるのであります。農耕の仕事が全

体の雇用に対して，高い比率をもつているところでは，（発展に起因する）

農耕の仕事の減少を（発展に起因する）農耕以外の仕事の増加をもつて相殺

することが著しく困難になるのであります。

　このことは第9図に示されて＃ります。1950年～1960年間のアメ

リカにおける農耕の仕事の数は，ほぼ15％減少しておりますが，他方農業

以外の仕事は15％以上増加しております。全国的に見て農耕の仕事の減少

は，新らしい農業以外の仕事がはじめられることによつて相殺されるよりも

激しいのであります。しかしながら新らしい農業以外の仕事は，必ずしも農

業の仕事が失われる地域に生ずるとは限りません。

　第10図は，アイオワの農村人口が1900年以来急速に減少しているこ

と及び，都市の人口が急速に増加していることを示して澄ります。全人口の

うち農村の人口の占める割合は，74％から46．9％に減少しています。こ

のことはアイオワが農業以外の仕事を新たに起すことに成功していることを

示すものであります。アイオワが農業以外の新らしい仕事を起して成功はし

ましたが，すはらしい農業の発展のため全体の雇用を無くすことによつて殆
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んど抹殺されてしまいました。そしてアイオワの全人口統計を最も平凡な

ものにしてしまいました。それにもかかわらず，詳しく調べてみると，農業

及び，農業以外の産業の両者において，アイオワ州内に経済発展が起つてい

ることを知り得るのであります。

も

移動する人はどんな人々か？

　流出移動地域における人口移動について最も警戒を要する局面の一つは，

移動者の選択（selectivity）＝＝勝れたものが選ばれること一という

ことであります。多くの移動者は，多くの他の経済的手段をもつている若い

人々であります。彼等はある程度の訓練と教育とを有しております。彼等は

進歩的態度と高度の楽観主義と野心とを有して●ります。これらの入々は，

何処かでよりよい経済的機会をもつているか又は，もち得ると信じ，ある地

区を離れます。仕事の総数は，アメリカの大陸中部地区よりも他の地域にお

いて一層急速に増加しております。しかしながら，老令者や慎重派の人又は

保守的な人々は・流出地域に留つております。この種の移動の選択性は（よ

いものだけが選ばれること），流出地区の社会的，経済的発展に関していろ

いろの意味をもつて●ります。第11図は，アイオワ以外の二つの流入州と

比較し，．流出州アイオワの年令別の変化を示して●ります。20オ～40才

令層の減少は，流出州の　明白，かつ，典型的なものであります。

　もちろんすべての移動者が経済的利益のため住所を変えるというわけでは

ありません。アメリカには失業者や「少しばかり自棄的な者」が，住所を変

えれは何かよいことがあるかも知れないと期待して住所を変えることもあり

ます。しかしながち不幸にして多くの人々は大都市のスラム地区に引き入れ

られるのであります。そこでは彼等は何らの経済的利益をもたらすことなく，

また彼等自身のため，彼等が居住する都市のため，社会問題を大いに増加さ

せております。この種の移動は，それによつて引き起される社会問題の重大
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さの故に，軽視さるべきではありません。しかしながら数のうえから見ると，

大部分の移動は，その他の理由によるものであることは，まことに幸いであ

ります。

由

発展という観点から見た人ロ移動の効果

　国家の発展は，すべての人々に平均して利益を与えるものではなく，また，

すべての産業に平均して利益を与えるものでもなく，更に，地理的な区域に

平均して利益を及ぼすものでもないことは，経済上の事実であります。した

がって経済的発展より生ずる人口移動は，各種の問題や恩恵を招来するもの

であります。多くの問題は，移動者が立去る土地と移り住む土地に起ります。

流出移動から生ずる主な問題の一つは・農村の小都市の小企業に与える経済

的圧迫の増大であります。現在の小売商人の数は，遂次に減少する人口のた

め，商売を継続することが困難であります。農村地域は，医者や弁護士や歯

科医のような知的職業者を維持して行くことは困難であります。また農村地

域が彼等の教会や学校，行政活動を，減少する人口を基盤として，維持して

行くことは困難であります。アメリカの農村では，コストの上昇と減少する

人口のため公共団体の位置と統合とが，重要な問題となつております。

　かつまた，流出移動の問題は，地域社会の人々の態度に緊張をもたらすの

であります。そしてしはしば欲求不満や紛糾や敗北主義の態度となつて現れ，

かつ，しぱしば冷酷ささえ引き出してかるのであります。

　しかしながらこれらの問題も，流入移動の地域に引き起される諸問題に比

較すると決して大きな問題ではありません。第12図は，多くの移動が，す

でにアメリカ最大の人口密集地に向つていることを示しています。このよう

な人口移動は，道路，交通機関，空港，通信連絡等の諸問題を一層悪化させ

て●ります。人口密集地域は，住宅問題や適切な行政の実施や，適切な施設

の供与において，漸次困難を加えております。人口密集のその他の問題は空
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●

気，水の汚染，及び組織的警察の保安行政，教育，衛生その他に漸次困難を

加えて来ております。

　それ故私は，移動は各種の問題を伴うものであると申し上げたいのであり

ます。多くの重大な社会的経済的問題がアメリカ国内の人口移動から起つて

おります。同時に人口移動は恩恵も伴つて●り，流出移動により経済的発展

が可能であることを認識することも重要であります。

　第13図は，1960年と1975年間に●けるアイォワの生産額の予想

される増加を示しております。この価格は，アイオワの予想される将来の流

出移動にも拘らず約100パーセントの増加が期待されております。時には

経済発展は，流出移動のために起ります。もしもすべての労働者がアメリカ

国内の農業に従事したとしたならば，一人あたりの生産高の増加は，歴史的

記録が示すほどには大きなものにはならなかつたでありましよう。

　第14図は，流出移動の地域＝＝アメリカの平原諸州＝が，全国平均と

比較して，1人当りの収入が増加していることを示しております。1929

年から1933年まで平原州の1人当りの収入の平均は，アメリカの1人当

りの収入525ドルの79．6パーセントでありましたが，1965年に平原

州の1人当りの収入は，アメリカの1人当りの収入2．746ドルの95．6パ

ーセントでありました。アメリカの1人当りの収入は着実に増加しており，

平原州（流出移動地区）は，絶対的意味においても相対的意味においても，

彼等の1人当りの収入を増加して参りました。アイオワでは1966年に1

人当りの収入が，州の歴史上始めてアメリカの1人当りの収入を凌駕いたレ

ました。流出移動は，生産力の増加と1人当りの収入の増加を妨げるもので

はないということは，注目すべきであると存じます。流出移動に伴う使用資

源の減少は，生産力と収入に大きな増加をもたらすものであります。

　何故ならば流出人口は，もとの場所よりも新らしい場所でより多くの商品

を生産しサービスを行なって●りますので，国家の経済発展に対する貢献は，

移動後は移動前よりもより大きいのであります。
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　第15図は，1950年に69．2パーセントの家族が年収4・000ドル以

下であつたことを示します。1960年には僅か42パーセントがこの部類

に属しておりました。アイオワは年収4，000ドル以下の家族の減少に同様

の改善を示しました。不完全雇用の地域又は仕事の少ない地域から完全雇用

の地域又は仕事の多い地域への人々の移動は，低収入の家族を減少するもの
、

であり，かくして，アメリカ国内の家族に一層公平な収入の分配をもたらすも

ものであります。

　人口移動のその他の影響や恩恵を述べることも出来ます。恐らく人口

移動の恩恵のうちの一つは，訓練と教育に対する必要性の認識，公的私的及

び経済的社会的調査研究に対する必要性の認識，建設的な閑暇時の活動とレ・

クリエーシヨンの磯会及び，文化的発展に対する必要性の認識でありましよ

う。

む　す　　び

　人々が去つて行く人口稀薄な地域と人々が集る人口稠密な地域を招来する

人口移動の問題に関し，多くの人々の間で，多くの産業の間で，地理的地域

間に配分すべき恩恵に関し，これらの問題や恩恵や影響及び解決手段を論及

するため・国・州及び地方自治体のplanningが進めらるべきことは，将に重

要喫緊となつてきてい1ます。このようなplanningの目的は，すべての人々

のためその恩恵を最大のものとし，その影響を最少のものとすることであり

ます。物質的，社会的，経済的planningの過程に，より大きな投資を行な

うことによつてのみ，このような目的が達成されるのであります。

　このあとアイオワ州の計画立案者であるフランク・コビントン氏が補足説

明に立ち，「人口移動問題の対策としては，優先的に予算を組まなければな

らない」と基本方針をのべた。このためには目標を確立することが先決であ

り，ことを運ぶにはコストに比例した利益を考えねばならない。つまリコス
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トと利益の選択によつて決まる問題だと話した。

　これに対し日本側からは，木村福島県知事及び加藤岡山県知事が，別項の

とお・り演説した。
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　　　　　　　　　（アイオワ州の各人平均年生産力増加）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IOWA

　　　　　　　　　PRODUCTIVITY　INCREASE

　　　　　　　　　　　　　PER　MAN　YEAR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　増力日率　，　％　　）

　　　　　　　　　1950　　　　　1960　　　　　PERCENT　CHANGE

FARM　　　　＄4，421　　　＄7，021　　　　　　　　　59
（農業）

NONFARM　　＄5，550　　　＄6，900　　　　　　　　　24
（農業外）

｜

　PRODUCTIVITY　IN　TERMS　OF　VALUE　ADDED，　NOT
　TOTAL　SALES
　（総売上額ではなく，価値増加による生産力）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　8　図
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CHANGE　IN　UNMBER　OF　JOBS
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　アイオワの人口

10WA　POPULATION

1900

Rura1
（農村）

1，659，467

Urban
（都市）

572．386

Percent　Rural
パーセント

（農村の全体に対する）

　　　　74．3

1920 1，528，526 875，495 63．6

1940 1．454，037 1．084，231 57．3

1960 1，295，025 1．439，525 46．9

第10図

　　POPULATION　CHANGE　BY　AGE　l950－60
1950年から1960年にかけての年令別人ロパーセンテージ増減
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　　　アイオワの生産価値

VALUE　OF　IOWA，S　OUTPUT

（In　constant　dollars）

1960

1975

　8，519　million　do11ars
（85億1900万ドル）
’15，749　m日lion　d611ars
（157億4900フ5ドノレ）

」
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（アメリカ合衆国における，年収4，000ドル以下の家族の）
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人口移動に伴う社会的経済的諸問題について

福島県知事　　木　村　守　江

　まず，日本に澄ける人口移動の状況と，その特色について申し上げます。

　日本は，19世紀末いわゆる明治時代の中期から産業革命の進展とともに，

農村から都市への人口集中が進んだのでありますが，第二次世界大戦中から

戦後へかけて，戦災と疎開のため，都市人口は，農村地域へ一時逆流したの

であります。

　しかし，戦後，戦災都市の復興とともに，再び都市への人口集中が進み，

特に，1960年以降，高度経済成長とともに農村から大都市への集中化が

著しく激化したのであります。

　第二次世界大戦後の人口移動の状況とその特色をみますると，まず第一に，

人口移動は，農業を甲心とした後進地域から，東京，横浜，名古屋，京都，

大阪，神戸の六大都市をはじめ，太平洋沿岸の先進地域へ集中するという形

で行なわれているのであります。

　第2に，人口移動は，1955年以降急激に行なわれて澄りますが，

1955年から1960年間と，1960年から1965年間とでは，その

様相は若干異なつているのであります。すなわち，1955年から1960

年間は，東京，大阪等の大都市を中心に増加しているのでありますが，

1960年以降は，これらの大郡市の都心部よりも，その周辺地区への増加

率が急激に上昇しているのであります。

　この原因は，大都市の生活環境の悪化により，隣接県への転出が増加した

こと，並びに他の地域から大都市へ集中するものも，住宅や土地などの関係

から，その周辺部に定住地を選んでいることにあるのであります。

　第3に，人口流出地域は，東北日本海沿岸，西南日本に多く分布しており

ますが，それらの地域にあつても，とくに人口3万人未満の市町村に●ける
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流出が多く，逆に，人口の増加している地域は，太平洋沿岸や瀬戸内海沿岸

が中心でありますが，特に大都市ほど人口の増加率は大きくなつているので

あります。

　第4に，人口移動の主体をなすものは，若い生産年令人口であり，このた

め，都市農村とも年令別人口構造は著しく変化し，大都市では，若年労働人

口が膨張しているのに対し，農村ではその老令化，女性化が目立つているの

でありまして，さらに，この年令別人口構造の変化は，出生率にも影響を与

え，特に，農村の低い出生率は将来における新規労働力の供給量を縮減させ

る可能性があるのであります。

　第5に，人口移動に伴う農i業人口の減少とあわせて，特に1960年以降

は，挙家離農の傾向も無視できず，人口のみならず農家戸数も大きく減少し

ているのであります。

　このような現象は，高度経済成長下の労働力の急増と新規供給量の縮減に

よる労働市場の需給関係の緊迫によるものであり，さらに農業自体としても・

技術や機械化の導入が進んだことが原因としてあげられるのであります。

　また，戦前農家人口の流出を規制していた家父長制的家族協業体制ともい

うべき「家」から解放され，次三男はもちろんあとつきも自主的に職業の選

択ができるようになつだことも離農の原因となつていると考えられるのであ

ります。

　以上，人口移動の状況とその特色について申し上げましたが，このような

人口移動の傾向は，今後もそう急速になくなることはないものと考えられる

のであります。しかし，移動促進の要因と抑制要因とがからみあつて将来の

推計は極めて困難であります。

　ここで，人口移動に伴う当面する社会的，経済的諸問題とその対象につい

て申し述べたいと存じます。

　まず，人口移動に伴う地域的課題の一つには，過密問題がございます。こ

れは，都市部に入口や産業が過度に集中することにより，都市の主要な機能
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に麻痺現象を起こしていることであります。

　そして二つには，過疎問題であり，これは生産活動に直接関係する若年労

働力の減少による産業の停滞一特に，農業生産の維持が困難になつている

ほか，防災，医療，教育活動等の地域社会の基礎的条件の確保が困難になっ

て，共同体としての地域社会の存続を危うくしていることであります。

　これらの問題の基本的解決を意図して，これまでも政府や地方公共団体の

手によつて，新産業都市の建設や工業整備特別地域の設定など各種の地域開

発政策が実んされてきたのであります。

　もちろん，その成果は全くなかつたわけではありませんが，最近における

人口移動は，依然として大都市をはじめ先進地域に集中しているのが現状で

あります。

　これまでの地域開発は，どちらかというと，経済開発に重点がおかれてい

たのでありますが，それのみでは人間の生活が向上するわけではないのであ

りまして，日本における人口の動向，人口の構造の著しい変化と，社会的，

経済的発展との関連を十分に検討し，経済面のみではなく，社会開発面を重

視した人間中心の考え方にたつて対策を講じていく必要があると考えるので

あります。

　すなわち，具体的にはまず，人口集中地域への対策としては，人口集中の

激化している大都市に対し，集中を可能な限り抑制するとともに都市のもつ

諸機能や企業の一部を地方に分散すること，並びに一方では都市の再開発を

進めて行くことであります。

　これは，いずれも容易に行なえる問題ではありませんが，それぞれに有機

的な関連をもつて進められ・他万，後進地域の開発が行なわれてこそ解決へ

の道に近づくことになると考えるのであります。

　また・人口減少地域への対策としては，人口激減地区（過疎地域）と，そ

れ以外の減少地区 ﾆ繊）とに区分して考えることが蠣であると存じ

ます。
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　人口激減地域に対しては，その地域に散在している集落のうち，比較的ま

とまりのある集落をその地域の拠点として，そこに公共的な施設を集甲し，

交通網を整備することにより，広域的な立場から地域の再整備をはかること

であります。

　また，公共施設の設置，維持が困難な過疎地域に澄いては，いくつかの集

落が共同で住民生活維持のための基礎的公共施設を設置し，その利用の促進

をはかることであります。

　さらには，より積極的にいくつかの集落の住民を適地に集中し，集落の再

編成を行ない，再編成した新しい集落に公共施設を充実することであります。

これらの対策が将来は基本的な施策になると考えるのであります。

　その他の人口減少地区に対しましては，国土の均衡ある利用，地域格差の

是正，住民生活の向上という観点から，地域の開発を進め，かつ，これまで

の画一的な産業開発から，地域の特性を活用し，日本全体の中での分担すべ

き機能を考慮した開発を行なうことであります。

　特に，生活環境施設等の拡充，教育文化面での充実等をはかり，：豊かで住

みよい魅力ある地域をつくることが必要であります。

　以上，人口移動と社会的経済的諸問題について申し上げましたが・この命

題に対処する基本的な姿勢は，社会的な面での開発と経済的な面での開発と

が調和と均衡のとれた形で進められなければならないということを最後に申

し上げて，与えられた命題に対する発表を終ります。
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住民の自治意識とこれが高揚について

岡山県知事　　加　藤　武　徳

　近年政府の活動が膨張の一途をたどつていることは，’各国共通の問題であ

ると考えるのであります。わが国においても，かつては国家の任務は，消極

的な治安が主であつて，個人の生活には関与しないがよいとされていたので

あります。しかし，19世紀の終りごろから20世紀になると，国民が幸福

な生活を送れるようにするためには，国家が社会，経済の面において積極的

な関与を行なう必要があるところから，国家は国民に対して一定水準の幸福

な生活を保障する責任を負うものであるとされたのであります。

　わが国の憲法においても，「すべて国民は，健康で文化的な最低限度の生

活を営む権利を有する。国はすべての生活部面について，社会福祉，社会保

障及び公衆衛生の向上及び増進に努めなけれはならない」と規定し，福祉国

家の理念を明文化しまして，国家，社会の要請する種々の行政のうち，全国

的な水準をもつて，あるいは全国的にまとめて処理した方がよいものは，中

央政府の責任とし，住民の日常生活に直結したものとして地方の実情に即し

て処理した万がよいものは・地方政府すなわち県，市町村の責任となすべき

であるとされているのであります。しかし，福祉国家の機能が充実されるに

したがつて，その行政事務はますます複雑さを加えてまいりますので，財源

的な問題とともに，中央政府と地方政府（地方公共団体）との行政事務の配

分については常に議論がなされているところであります。

　わが国の地万自治も憲法に澄いて，国家の基本的な統治構造の一環として

保障されているところでありますが，これが制度化するにあたつては三つの

事項を基本原則としており，それは，第一に住民の権利の拡充，保障，第二

に地方公共団体の自主性，自立性の強化，第三に地方公共団体の能率化と公

正の確保であります。このうちの住民の権利の拡充保障という第一の原則は，
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自治運営の責任主体が住民であつて，団体意思の最終決定権は住民であると

いうことに他ならないのであります。住民が選挙によつて自分達の代表を選

びその代表者を通じて間接に行政に参与するという，いわゆる間接民主政治

の万式がとられているのでありますが，このほかに条例の制定改廃請求，事

務監査の請求，議会の解散請求，議員，長等の解職請求など直接請求の権利

が認められて●り・現行の自治制度は間接民主政治の方式のみによらず，直

接民主政治の方式をも補完的にとり入れ，議会主義の欠かんを補充している

のであります。これらはいずれも住民の権利の拡充にほかならないのであり

ます。各種の直接請求の権利は，従前行なわれてきた地方自治行政に対する

国の後見的な監督に代るものであり，間接民主制を補完する機能として地方

自治制度の特色であるとされております。

　ところで，中央政府と地方公共団体の間で，事務や財源の適正な配分が行

なわれ，地万社会の合理的再編がなされたとしても，地方公共団体が与えら

れた財源を有効に利用し，その法上の正当なる権限を最大限に発揮するため

には，地万公共団体の行政能力を充分に酒養する必要がありましよう。その

行政能力を欠くならば自治の振興は画餅におわるでありましよう。そして行

政能力の充実のためには，地方公共団体の物的設備の充実，人的訓練の徹底，

事務能率の増進とともに，住民の自治意識の高揚が欠くべからざる要素であ

ると思うのであります。

　地方自治体の行政も，中央政府と同じく住民の負担において行なわれるも

のでありますから，住民の権利の適切な行使と住民の政治行政に対する意識

の高揚がとくに要求されることはいうまでもないところであります。いかに

制度が十全でありましてもこれを究極においてコントロールする住民の自治

意識のうらづけがなけれぱ，複雑な制度はいたずらに浪費し非能率を招くば

かりでしよう。

　しかるにわが国においては，残念ながらこの点はかならずしも充分である

とはいえないのであります。住民の自治意識を測定することはなかなか困難
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でありますが・選挙権●よび直接請求権の行使の面，あるいは世論調査など

によつて若干の考察を試みたいと思います。まず住民がその選挙権を行使す

るにあたつて，無自覚であるということは，およそ近代国家では考えられな

いことであります。特に最近では，「明るく正しい選挙」の推進を住民運動

として盛り上げ，津々浦々にいたるまでその啓発にあたつて澄り，自治意識

の高揚に努めているのでありますが，地方選挙の投票率からみますと，住民

の最も身近な市町村の選挙においては，昭和38年の統一選挙では，市町村

長選挙の平均投票率80．19％，市町村議会議員選挙の平均投票率85、94

％と比較的高いのでありますが，県の段階になりますと同じく統一選挙にお

いて，知事選挙77．27％，県議会議員選挙80．52％と市町村の選挙に比

較いたしますとやや下つてまいりますが，選挙に関する限り形式的にしろ住

民の意識は高まつてきていると考えられるのであります。ただ投票率の上昇

は，同時にその内容において住民が充分みずからの権利と役割を自覚したも

のでなければなりません。古い因襲や慣習にとらわれて，無自覚的に投票所

に行くことが高い投票率となつて表われるのならば，むしろ，その高さ自体

が問題といえましよう。また直接請求権の行使にあたつてはどうでありまし

ようか。ともすれば，直接請求権の発動が特定の政党の宣伝利用のために使

われたり，あるいは或る地域や個人間の感情的対立のはけ口とされていると

いう事情が無しとしないのであります。このことは，地方自治の自殺行為で

あるというほかはないのであります。特に選挙の直前において直接請求の発

動が多く行なわれる事実からは若干権利の適切な行使に欠ける面をうかがう

ことができるのであります。

　次に昭和40年3月日本政府の広報室が発表した「自治意識に関する世論

調査報告書」κよれば，調査対象数3，000のうち回答数は2，422（81

％）でありましたが，自分の住んでいる県の知事の名前を知つている者が

77％，市町村長の名前を知つている者は82％となつていました。また自

分の住んでいる県や市町村のやつている仕事についての要望や不満を持つて
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いるかとの問に対して，持つていると答えたものは40％，持つていないと

答えたものは60％となつて澄り，県や市町村についての要望や不満を申し

出たことがあるかとの問に対して，あると答えたものは11％にすぎないの

であります。これをみても県や市町村の行政に対する意識はまだでだ充分で

ないと思われるのであります。もとより住民の自治意識は，他の全ての政治

問題と同じように，急速に高揚するというよりは，長年月にわたる住民の経

験によつて徐々に高まつて行くものでありましよう。また，そう期待すると

ころでありますが，同時に地万政府の首長や議会議員がみずからの行政や活

動を通じて積極的に自治意識の高揚に努めるべきでありましよう。それが地

方政府のi基礎と民主社会の基礎をより強固にするものでありますが，これが

具体策についてはいわゆるきめ手となるべきものが容易に見当らない状況で

あります。

　こうした問題について，貴国における州民の自治に対する意識は，いかが

でしようか，また自治意識の高揚について特別に配慮されている具体的なこ

とがあれば，お伺い出来れは幸いであります。

　な澄，加藤知事は「夕刊新聞」に，住民の自治意識の高揚に関する知事の

演説について，次のように発表しておられるので，引用させていただくこと

とする。

〃

　自治意識“高める

加藤知事渡米第三信

　わたくしが日米知事会議でコメントした「地方公共団体の自治意識とその

高揚について」の概要にふれておこう一。中央政府の活動が，近年しだい

に活発となり，地方にまでどんどん手を伸ばしている現況だが，この結果中

央と地方の権限の問題，財源の配分の問題などが，議論の中心となつている。

　また，日本では地万自治を国の統治構造の重要な機構としており，地方住
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民の権利の保証と拡充，地方公共団体の自治制の強化，能率化と法制の確保

などが基本的原則であることを指摘した。この地方自治の原則を実行するた

めに，都道府県の知事や議員を選挙によつて選ぶ万法と，そうでなしに県の

条例の改廃を請求したり，議会の解散や知事，議員の解職を請求するリコー

ル制度も認められている。従つて自ら票を投じて選んだものが政治にたずさ

わる間接民主政治方式のみならず，直接民主政治の方式をもつていることを

述べたのである。

　公共団体が定まつた財源で多くの仕事をするためには，どうしても住民の

地方自治に対する意欲が強くなければならない。つまり，自治意識を育てて

いかなければならない点を強調したのである。住民の自治意識を測定するこ

とは，かなり困難なことであるが，わたくしはごく簡単に次の二点にしぼつ

て説明した。

　まず第一に選挙の投票率である。毎回，日本では選挙の投票率が大いに問

題になる。国のばあい，県，市町村のばあいとそれぞれ特色があるが，一般

的にいつて身近な選挙ほど，投票率が高いという傾向がみられる。しかし，

見方によつては古い因習なり・慣習なりにとらわれて”狩り出し投票“が行

なわれているとすれば，投票率の高さが必ずしも自治意識の尺度とはならな

いことも指摘しておいた。

　第二はリコールの問題だ。日本ではもちろん，リコールの請求が適正に行

なわれているばあいもずいぶんとあるが，しかし・なかには特定の政党の宣

伝に利用しようとする動きがないではない。また一定の地域や個人的な感情

の対立が，リコールの大きな原因になつているぱあいがないとはいえない。

とくに選挙の行なわれる直前に，リコールが実施されたケースが何回かある

が，これが果たして適正な権利の行使であるかどうか，疑問であることも強

調しだ。これらのことは，住民の自治意識の問題と密接な関係があり，権利

の乱用であるとする議論が，背後にある点も報告したのである。

　そこで日本における地方自治意識の調査内容も2・3報告した。　それは
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昭和40年3月，日本政府の広報紙が発表した「自治意識の世論調査報告書」

によつたのであるが，3，000人の調査対象のうち81％にあたる2，422

の回答が基礎となつている。内容別に列挙すると，在住県の知事の氏名をし

つている者が77％，市町村長の氏名をしつている者は82％，県，市町村に

対する要望や不満をもつているものが40％，もつていない者が60％であ

つた。このうち県や市町村に不満や要望を申し出たものは，わずか11％に

すぎなかつた。これをみても，県，市町村の行政に対する意識は，まだ，じ

ゆうぶんとはいえない。

　他のすべての政治問題と同じように，住民の自治意識を急速に高揚するこ

とはなかなかむずかしく長年月にわたる住民の経験によつて徐々に高まつて

いくものだろう。同時に，地方行政の首長や議員が，自らの行政や活動を通

じて積極的に自治意識のレベルアップにつとめるべきだと考える。米国では

州住民の政治に対する意識のていど，また，どのような万法で自治意識の高

揚に努力されているか一と，問題提起のまま，報告を終えた。（アイオワ

州デモインで）
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討 論

　日本側の意見発表が終つてから討論に入つたが，その概要は次のとおりで

あるo
●

ユタ州ランプトン知事

　農村から都市への人口移動は，日米共通の問題でありますが，日本は農業

が主な産業でありますので，日本の人口移動は，社会的理由よりはより多く

経済的理由κよるものと思われますが，いかがでしようか？

木　村　知　事

　日本の人口移動は，社会的理由ではなく，経済的理由によるものと思いま

す。ただ日本とアメリカと異なる点は・日本は国土が狭く人口密度が高いの

でありますが・アメリカはこれに反して拾ります。さきほどお話がありまし

た技術を求め昇進を求めて移動することはよく分るのでありますが，日本で

は全く収入が無いため・又は生活に困るため・家族を残して単身出稼ぎに出

る例が多いのであります。この場合・必ずしも約束された収入があるとは限

らず・女性問題や飲酒等のため・家庭を破壊するような例が多くあります。

特に日本の北部地方にこのような例が多いのでありまして，この問題は・経

済的問題より社会問題として取上げられて澄ります。この点についてアメリ

カでは・どのような対策を立てて拾られるか伺いたいと存じます。

ウエスト・ヴアージニア州スミス知事

　質問はよく分りました。ウエスト・ヴアージニアでは，同じような経験を

して参りました。このような問題が将来起らないように，連邦政府から十分

な経済援助を得て，地域開発にあだりました。もちろん州としても入口移動
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の対策として，連邦と協力して解決に努力いたしました。アパラチヤ地域は，

一景気後退地区でありますが一公共投資を得て，基本的設備すなわち交

通，教育，保健の施設を整え，天然資源の開発を地域的に行なつて，健全な

経済を築き上げるため，成長センターを設けて努力して●ります。

　ワシントンでは最近大都市の周辺に集落一New　town一を作り，

流入人口の吸収を図つて●り，中央アパラチヤ計画では，人口移動に伴う問

題の解決に努力しています。ここは人口150万をかかえ，人口密度は全ア

メリカを上廻つていますが，交通，住宅，教育等及び就職の機会を増大する

ため，現在の市の周辺にNew　Town　を作つて，人口をこれに吸収し，

人口移動を喰い止めようとしています。このような仕事は，地方自治体でも

やつて行けると思います。月の世界に人間を送る時代ですから，このような

人間の社会的経済的問題を解決し得る能力をもつている筈であります。

　加藤知事のいわれた自治意識の高揚について，ウエスト・ヴアージニヤで

は，市，郡の選挙で7割か8割位しか投票しない地域がありますが，これは

自治意識が十分高揚されていないからではないかと思います。

ノース・ダコタ州ガイ知事

　日本政府は，人口をうまく配分するような一つまり人口稀薄の地域に入

を移動させるような＝何らかの政策をとつておりますか？

木　村　知　事

　日本政府としては，入口の移勤と産業の発展とを調和のとれた状態にした

いと努力しています。すなわち過密都市を解消し，地万分散をさせ，人口の

都市集中を避けるよう努力しています。しかし人口は，産業の発展している

ところに集中する傾向があります。そして取残された農村の人口は，減少し

ています。先程アイオワ州の例として，人口は減つたが生産と個人所得は上

つているというお話がありましたが，日本においても，技術と機械の導入に
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よつて，生産が上つているところがありますが，日本では人口減少の結果，

現在の状態が続くと，農家の跡継きがなくなり，農業生産が低下して行くこ

とが心配され，これが非常に大きな問題となつています。

安孫子知事

　農村の人口が都市に集中すると，農村の耕地がだんだん広がるということ

は，日本ではありません。日本では農村から都市に人が移りましても・耕地

は手離さず，従つて農業に従事する者は，老人か子供になつて，生産か減少

し，極端な場合は，荒地になつてしまいます。農民は，土地を先祖伝来の財

産であると考え，手離さないのであります。従つて農家が減つても残つてい

る農家の経営規模が拡張し，生産が上るということはありません。これが日

本の大きな問題であります。この点アメリカでは，農地の転売と経営の拡大

が非常にスムースに行なわれているのではないかと思います。このことにつ

いて，アメリカ側のご意見を承わりたいと存じます。

アイオワ州ヒユーズ知事

　農地を売却して都市に移住することが必要ですが，日本では，先祖伝来の

土地をあくまで手離すまいとしていますが，これはちよつとアメリカとは違

つた考えであると思います。アメリカでは，日本のような伝統もありません

し，農村の人口が減るとかえつて生産は向上しています。木村知事が言われ

た，家族を放棄して単身出稼きに出る場合でありますが，アメリカでもその

ような例があります。そのような場合アメリカでは，残された者に社会福祉

を進め，生活援助をしておりますが，これは政府の大きな負担となつていま

す。
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マサチユセツツ州ヴオルプ知事

　人口移動に伴う問題を処理するためには，連邦政府と州政府の意志の疎通

が大切であります。この点ジヨンソン政府と州政府は，大変うまく行ってお

ります。
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「 第 2 部

各州視察と米政府高官との会見

一65一



●

、

．．



「

　　　　　　　　　　　5月16日（火）出発前

　晴。

　午前11時・訪米知事団一行は・アメリカ大使館に挨拶に行つた。折悪し

くジヨンソン大使は・恒例の下田祭に出席して不在であつたので，オズボン

公使に大使事務室で会見した。公使は流暢な日本語で次のように語つた。

　　『私は国務省の職員でありましたが・日本にはライシャワー大使就任の

　際参りまして・アメリカ大使館に勤めることになりました。私は，人と人

　とがじかに接触することが最善の理解の方法であると思つています。顔と

　顔をつき合わせての対話ほど・人を融和させるものはありません。』

　巧みな日本語を駆使する公使は・なおも

　　『アイオワ州の人は・純情で真面目です。』

などと言つて知事の参考に資せられること多大であつた。安孫子知事は，

　　『この前アメリカを訪問しました時，日本知事団歓迎と漢字で書いた幕

　を張つて歓迎してくれましたが・このようなことは戦前には全く無かつた

　ことです。』

といつた。田部知事は・

　　『日米がお互によく知り合っていなかつたから，無役な戦争をしてしま

　いました。よく知り合つていれば，あのような惨箏も起らなかつたにちが

　いありません。』

と感概深けに言われた。公使は，

　　『アメリカ西部の人たちは’割合い日本を知つていますが，アイオワや

　ロードアイランドの人たちは・よく知つておりませんから，日本の事情を

　よく説明して下さい。』

といつた。歓談約20分で知事たちは辞去したが・巧みな日本語と物慣れた

一67一



応待は・さすがに外交官と思わせるものがあつた。知事たちの顔も晴れ晴れ

としていた。

　　　　　　　　　　5月17日　（水）　出発当日

　快晴。

　この日出発は午前10時の予定であつたが・きのう空港内に事故があり・

多くの飛行機が欠航したので，それを取り返すため出発は約1時間遅れた。

機内は甲国人の婦人や子供で一ぱいだつた。

　　『高度1万メートル・時速980キロ・天気は清朗で順航を続けていま

　す。ホノルル国際空港着陸は・予定より約1時間遅れて午後11時の予定

　であります。』

と機内放送がある。東京国際空港を17日朝10時に離陸すると・約8時間

を費して16日午後10時にホノルル国際空港に着くのである。これはつま

り暦の日付と地方時との食いちがいがあるからで・これを調整するため，太

平洋のほぼ甲央の経度180度の線に沿つて日付変更線があつて，この線を

東から西に渡れば1日進ませ，西から東の場合は1日遅らせることになつて

いる。

　日不知事代表団が乗つた宮島号は・1967年5月17日午後3時27分

に・この日付変更線を通過したのである。

’

　　　　　　　　5月16日　（刈　ハワイ州ホノルル

　午後11時30分ホノルル国際空港到着。

　税関には前回の訪米のときとは違つて制服の係員以外誰もいなかつた。そ

れでも税関の検査は何もなかつた。
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　税関を出るとバーンズ知事や州庁職員・ホノルル総領事・日系人代表等多

数の人々に迎えられ．例によつて各人首から薫り高いレイをいくつもかけて

もらつた。空港でフラダンスの歓迎があつてから・夜も更けていたので直ち

に州警察の自動車を連ねて，宿舎ロイヤル・ハワイアン・ホテルに向つた。就床午前2時

20分。州警察官が一室を借りて・交互に不寝番をしてくれた。な齢・バー

ンズ知事のほかこの夜空港に出迎えてくれた人々を記しておく。山本ホノル

ル総領事，夏目ホノルル領事・河野秀雄日商第一副会頭，手島日本人青年商

工会議所会頭，磯島武夫夫妻，太田薫・フランク小田，桑田賢，安達正之夫

妻，細川善次郎，大山幸雄，秋田光義，山崎昇夫妻・藤川敬三夫妻・緒方善

次郎，島本清一・泉開教使’重永茂夫・山本常一の諸氏であった。

　われわれが忘れられないことは・宿に着いてからハワイを出発するまでの

間，日本の知事一人一人に日本人会幹部の人々が付きそつて下さつて・いろ

いろと世話をしていただいたことである。御配慮を深謝申し上げる。

　　　　　　　5月17日　（肘　ハワイ州ホノルル
　晴。

　5時起床。睡眼時間2時間半。

　ハワイ・ワイキキ海岸の朝は美しくすがすがしい。日光が大平洋の白波に

映え，榔子の木の間からさんさんと緑の芝生や草花の上にこぼれる。小鳥が

木の枝の上で声高く歌つている。ハワイは「緑と花と噂」の島である。

　清々しい朝という形容詞が，こんなに適切にあてはまるところを未だかつ

て知らない。

　ワイキキの浜の食堂で朝食を食べていると・野生の鳩や雀が餌をあさりに

来て・つい隣りのテーブルまで寄つて来る。ホノルルに来る度いつも見慣れ
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た風景だが・何とも旅人の心を和ませてくれるほほえましい風景である。

「ワイキキの雀や鳩はみんな脚気にかかつてるんですよ。骨を折らずに人間

のお余りを頂戴していますので」と聞かされた。

　榔子の木の甲腹にブリキの環がはめてある。鼠除けである。30センチほ

どのブリキを鼠は登ることが出来ないのである。鼠は銀座のまん中でも・ワ

イキキの浜のホテルでも・地球上人間の住む処到る処に棲んでいるのだ。

，

安孫子団長メッセージ

　午前9時安子孫団長は・ロイヤル・ハワイアン・ホテルのロビーで・新聞

記者団に次のメツセージを英文で発表した。次に和英両文で掲げておく。

　　『この度日本知事代表団一行は，日米知事相互訪問計画に基づき・1965

　年10月日本を訪問された貴国知事団にお答えして，貴国を訪問いたしま

　した。

　　私ども日本知事代表団は・今回アイオワ州デモインにおけるアメリカ側

　での第3回日米知事会議に出席するほか，貴国の主要各州の行政と産業の

　視察いたしますが，御地は私どもの旅程の最初の訪問地として訪問いたし

　’ました。

　　ハワイは・アメリカ本土と日本との甲間に位置し，明治元年に始めて日

　本人が移住いたしまして以来，現在日系人の数は，ハワイの全人口の三分

　の一以上を占め・歴史的にも経済的にも，日本と最も深い関係を保つてお

　ります。従つて私どもは御地を訪問して，少しも外国におるような感じ

　がいたさないのみか・限りない親しみを覚えるのであります。しかも一年

　甲常春の御地は’四時南国の香豊かなとりどりの花に囲まれ，太平洋の楽

　園として・日本人の憧憬の地であります。

　　昨晩遅く私どもは・ホノルル国際空港に到着いたしましたが・深更にも

　かかわらずバーンズ知事ご夫妻をはじめ，アメリカ全国知事会代表・州政
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M　E S s A．G　E

　　　　　　　　　　　　　　　By　Governor　Abiko

　　　　　　　　　　　　　　　　　　L・ader、・f　J・p・・ese　G・・ern・r・’．　D・1・g・ti・n

　　　　　　We　the　J・p・nese　g・v・m・rs’d・1・g・ti・n　h・・f・・t・n・t・ly　bee・

91ven　an°pP°「tu・ity　t・vi・ity・u・g・e・t・・unt・y　t・・ecip・・cat・

　the　American　Governors’visit　to　our　country　in　1965．

　　　　　Another　aim　of　our　governors’visit　to　your　country　at　this

tlme　ls　t・att・・d　th・Am・・icanp・・ti・n・f　th・3・d　J・p・・細。・ican

Governors’Conference，　to　be　held　in　Des　Moines，　Iowa　and　to

　vlslt　several　leading　states　in　your　country　to　investigate　their

・㎞i・i・t・ati・n・・well・・i・d・・t・y．　HO・・1・1・i・th・fi・st，t。P

　on　our　journey　of　inspection．

　　　　　Hawaii　lies　about　half　way　between　your　main　land　and　ollr

　country，and　history　shows　that　the　first　migration　of　our　people

to　Hawaii　was　made　in　1868，　the　first　year　Of　Meiji．　Since　then

the　numb…　f　J・p・n・・e・ff・p・i・g　t・g・ther　with・u・i㎜igrant，

hav・・emar品ly　i…eased，・nd・t　p・e・e・t　th・numb…　f　th・J。p。－

nese　Americans　in　Hawaii　is　somewhat　over　one　third　of　its　total

P°pul・ti・n・It　i・q・itenat・・al　th・t　th・J・p・n・・eh・vealw、y、

been・ng・・d　t・・m・with　th・p・・pl・i・H・w・ii　hi・t・・ically。，w。ll

as@economically．　Such　being　the　case，　we　never　feel　any　alien

feeli・gwh…ve・we　c・m・t・thi・i・1・・d，　b・t・ath・・w・feel　deep

lntlmacy　towards　the　people　of　Hawaii．

　　　　　Mo「eover・since　the　climate　of　Hawaii　is　spring　like　all　the

year　round，　and　the　whole　land　is　covered　with　fragrant　tropica

fl・wers・H・w・ii　i・th・ught・f・・the　1・nd・f・・pi・ati・n　t・。v，，y

person　of　Japanese　background．

．　　　　Yesterday・　late　at　night，we　landed　at　Honolulu　International

A1「po「t　and，　though　the　evening　was　far　advanced，　yet　Governor

and　Mrs・Burn㍉　officers　of　the　State　Government，　representatives

of　the　National　Governors’Conference　alld　many　other　citizens

were　good　enough　to　receive　us　warmly．　Many　fra‘↓rant　leiswere

garlanded　about　our　necks　and　we　were　intoxicated　with　the　sweet

smellof　the　flowers，

　　　　　It　ls　our　earnest　hope　that　the　friendly　ties　between　both　our

natlons・　the　United　States　of　America　and　Japan，　may　stillmore　be

st「engthened　in　the　future　through　Inutual　exchange　visits　of

gove「no「s・　At　the　same　time　we　pledge　that　we　will　cooperate　with

ou「@companloIl　Governors　of　your　country　to　promote　educational　and

cultural　exchange　for　the　welfare　of　both　nations
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　La・tly　Iwi・ht…　nv・y　t・thep・・pl・・fH・waii　th・g・・d

wishes　and　friendshipof　our　100　million　Japanese　citizens，　from

Kagoshirna　tO　Hokkai〔lo．
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府や布民代表の方々等多数の方々め盛んな歓迎を受け・それぞれ薫り高い

レイを沢山首からかけていただき・私どもの生涯の最良の日でありました。

　私どもは・日米知事相互訪問計画を通じて・日米両国民の友好がますま

す深められますことを希望いたすとともに・学術文化の交流・経済の提携

を盛んにし・両国国民の福祉の増進と世界平和のため・相共に協力して参

りたいと念願いたしております。

　1億日本国民の善意と友好をお伝えして・私のメツセージといたします。』

イースト・ウエスト・センター訪問

　午前9時30分・ハイヤーを連ねてイースト。ウエスト・センターに向う。

ハワイ大学構内にあるセンターに着くと・直ちにAsian　Roomに案内され，

篠田博士から次のような説明を聞いた。

　　『イースト・ウエスト・センターは・1960年に米国政府によつて設

　立された。その目的は・東西の融和を図るためであつた。学生交換部，技

　術交換部・高等技術研究部の3部に分れている。

　　学生交換部では・大学院程度の学生が，毎年各国から約300人受入れ

　られる。期間は概ね2力年で・奨学金で学生は勉強している。2年間に，

　6週間の本土tourがある。アメリカの学生は・同期間東洋に派遣される。

　大多数の学生は，Master（修士）の学位をとつて帰国する。

　　技術交換部には・あらゆる方面の技術科があるが，今年9月からは，博

　物館の技術科が開設される。年間約300人の学生がこの部に入る。

　　高等技術研究部では・アジア及びアメリカの学者を招いて共同研究をし

　ている。年間約40入が入部する。日本からは，東大，広大の教援が来て

　いる。調査翻訳部もあつて・東洋の書物を英訳している。その他に発行部

があつて・英訳した書物を発行している。』

　篠田博士から以上のような説明があつたのち，約15名同室に出席してい
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た日本からの留学生について，田中という人から紹介された。日本からは約

40名留学しているが，ここに出席している人以外は畷業のため出席でき

ないのであると田甲氏は言つた。

　このあと知事と学生との質疑応答に入り・次のような対話がなされた。

　金子知事一ハワイは日系人が多いので・英語の勉強には却つて都合が悪

いのではないか？　安孫子知事一英語は強制的に勉強しなければならない

のか？　金子知事一語学勉強のため・自分のtalentを伸し得ないような

場合は無いか？　安孫子知事一どこの国の学生が一番多いか？　農業の研

究はどうゆうことをしているのか？　池田知事一月にどれ位費用がかかる

か？　安孫子知事一各国の所遇はどのように違うか？　金子知事一国’

県・市等各々立場が異つているか・同一基準による所遇が望ましいと思うが

どうか？　加藤知事一所遇の点で，私たちの耳に入らずに入学している人

もあるのではないか？

　学生側からの特に強い要望は次の通りである。

　　『県の職員が入学する場合，県は少しも面倒をみてくれない。せめて出

　張扱にしてくれたらと思うが，休職か退職にされてしもう。県は留学生の

　教育に関しては全く無関心である』と鋭い意見も出された。知事たちは’・

　思わざる伏兵に出合つた格好で，訪米してまでこんな追求に遇おうとは思

　わなかつたといつていた。

　ハワイの日系人は・日本を心からの祖国と考え，限りない親愛の情を抱い

ている。初めて会った日本人にも深い愛情と敬慕の念をもつて接してくれる・

このことについて岡山県加藤知事は’渡米通信として「夕刊新聞」に次のよ

うに発表しておられるので，次にその文章を拝借することとする。

　　前文略。『これらの人たちから受けた共通の印象は・遠く祖国を離れた
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土地で生活しながら，絶えず祖国を思い・郷里のことを考えているという

ことだった。わたしが日本の復興状況や岡山の現状などを話すと・それは

もう大変な喜びよう。目を輝やかせて聞き入り・心の底から祖国の繁栄を

祝福してくださつていた。いい意味での“日本的“なものに非常なあこが

れと尊敬をもつておられ・このことがまた・祖国日本にいるわれわれに・

限りない心強さを感じさせてくれるのだつた。』

パンチボール丘記念基地参拝

　東西センター訪問ののち午前］1時15分からパンチボール丘の無名戦死

の墓を，一同揃つて参拝した。共同団長の安孫子知事と金子知事が・アメリ

カ知事会側で用意した花輪を階段下に供えて・一同礼拝した。

　墓地の面積は，112エーカーあつて，きれいに刈り込まれた青い芝生の

甲に，マッチ箱を倒したような低い純白の大理石の墓石が・整然と並んでい

る。墓石の前に点々と手向けられた草花が飾られている様は・日本と変らな

い。この墓地は・1949年に完工した。第2次世界大戦戦没者でアメリカ

国籍をもつハワイ出身の英霊13，000の遺骨その他が埋葬されている。十

数段の石段の上に・白大理石の記念碑が建つている。これは1958年に着

工，1965年に完成した。碑には月桂樹の小枝を持つた女神像が浮彫にさ

れている。女神像の高さは30沢もある。清楚そのものの姿である。第2回

日米知事会議の折には，竣功したばかりの碑に東会長が花環を供えた。その

際一緒に礼拝した宮城県三浦知事は，今はすでに幽界の人となつている。人

生まことにかつ消えかつ結ぶうたかたに似ている。

ホノルル総領事主催カクテルパーテイーと昼食会
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　正午から深い緑に囲まれた閑静なヌアヌ・アヴエニユーの日本総領事館で，

山本総領事主催により・カクテル・パーティーに続いて，日本食による昼食

会が催された。昼食会は・ビユツフエ・スタイルで，赤飯，鮨，刺身などが

たくさん出された。参会者は日系人代表等を含め数十名で・広間は満員の盛

況だった。各知事から土産物の贈呈があつた。約2時間後総領事館を辞去，

ハイヤーに分乗して・エスコート付きで市内観光をした。

バアーンズ。ハワイ州知事主催晩さん会

　午後5時から・例によつて州警察官が運転するハイヤーに分乗して，ペレ

タニア街のバアーンズ知事官邸ワシントン・プレースに向つた。

　パァーンズ知事は・玄関に立たれて，来客を迎えられていた。広間には，

3・4名のハワイ土人の女が・ギターを奏しながら歌を歌つていた。知事夫人

は・車椅子で・広間の隅の方で来客に応接していた。不目由な身体で訪客に

応接する真摯な夫人の姿には・いつも感激を覚えるのである。土産物を贈ら

れるとバーンズ知事はすぐに夫人のところに持つて行かれ，夫婦で礼を

いわれていた。バーンズ知事は熱心なキリスト教信者であるが，こうした些

細な行為にも・限りなく夫人を慈しむ心情が偲ばれて，知事への敬慕の情を

深めるのであった。

　参会者は・ハワイ官公庁代表・軍人・報導関係者，日系人代表，商業会議

所代表等約500名であつた。数ヵ所に屋台が出され．アルコールは飲み放

題。ニヵ所の大テーブルには・鯛の生づくりやすし等が並ぺられ，甲央には

朱染りの反り橋と鳥井が日本的雰囲気を醸し出し，バーンズ知事の苦心が偲

ばれた。

　河本勝氏（日系入会会長）は、「私は87オで・50年間自動車を自分で運転
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しているが・未だ事故も違犯も犯したことはありません。今後も日系人のた

めに尽すつもりです。」といつて意気軒昂たるものがあつた。

　日系入の一人は，パーンズ知事について次のように話した。　「バーンズ知

事は・貧困者のめんどうを非常によく見てくれる人で，特に下層階級の人か

ら慕われてい1ます。そのため知事は・保守系なのに左翼だといわれています。

今回の日本知事団の接遇について，日系入と意見の対立がありましたが，知

事は・すべての県の知事を平等に接遇することが大切であるといつて，断乎

．日系人側の意見を退けました。そういったしんの強いところがあるのです」

と。知事は，1909年の生れだから58オで・政治家として将に働き盛りで

ある。

　　　　　5月18日（木）ハワイ州ホノルル～アイオワ州デモイン

　雨のち曇り。

　午前9時54分シー・ライフ公園に向けホテル発。シー。ライフ公園は，

実質的に水族館のことである。この公園に着く頃どしや降りの雨で自動車か

ら降りるときは・レイン・コートを頭から被つて園内に駆け込む始末だつた。

イルカの芸を見せるところに，見物に来た小学生の一群がいた。婦人アナウ

ンサーは・「日本の高貴な知事団一行が参観に来ておられる。」と再三マイ

クで放送していた。

ポリネシア文化センター

　雨の海岸を1時間ばかリドライブして，午前11時45分ポリネシア文化

センターに到着した。幸い雨も止んだ。ここはポリネシア人やタヒチ人やイ

ンドネシア入等南方諸民族の文化と生活の一部を見せてくれるところで，榔
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子の木陰に草葺きの小屋が点々とあつて・彼等の唄や踊を見聞させてくれる

ところである。ここで昼食をご馳走してくれた。知事たちも知事夫人も・ア

ンペラの上にあぐらをかいてポリネシア料理をご馳走になった。珍らしいご

馳走だから紹介しておこう。

　PUAA　KALUA　（豚の焼き肉）・KUMALA　（ジヤガイモ）・

CHICKEN＿N－LONG　RICE　（塩味の鶏肉）　MAHIMAHI（魚）

PALUSAMI　（焼タロイモ）　MAORI　（パン）　EIA　OTA　（マ

グロサラダ）　PAPAYA　PUDDING（パパイヤのプディング）

PINEAPPLE　（パインアツプル）

　これらのご馳走は，榔子の葉で編んだような盆に盛られて供された。なか

なか美味だつた。

　食畢が終つてから・甲年の婦人がポリネシア・ダンスを教授してくれた。

アロハ・シャツの知事たちは・芝生に一一列に並んで教授を受けた。尻を2回

半廻わして膝を曲げ，次に膝を伸ばしながら腰を2回前に突出す。その間に

腕を水平に上げてくねらすのだから・やつてみるとなかなかむずかしい。

　踊りが終つてから各種族の部落を訪ねた。遊園地のお猿の電車みたいなモ

ーター・カーに乗つて・次ぎ次ぎに部落一といつても一個処に家は一・軒し

かない一を訪問した。すばらしく体格のいい青年が・半裸体で・木製の武

器を振り廻して武芸を見せてくれた。武器は・レソド・ウッドという堅い木

で造つたもので・後に団長に記念として贈られた。マルル・ヨラナ

（Thank　You　very　much）といつて辞去したが・フイジ島の家で・夫婦

と3。4オの子供まで出て来て踊る姿には，側隠の情に堪えなかつた。

　このセンターを出発してから海岸沿いのドライブ。ウエイを快適に飛ばし

　，パイナツプルの広大な畑の甲を走った。砂糖とともにハワイ経済を支え

て全世界のパイナツブルカン詰の二分の一以上を占めているのもさすがだと

思われた。
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歓楽亭における歓送迎会

　午後7時30分から・日本料亭「歓楽」で各種日系人団体共催の歓迎会に

招待された。この料亭から直接ホノルル空港に向い，午後1］時45分の日

航機で出発するのだから・この宴会はまさに歓迎会と歓送会を兼ねたもので

ある。200畳もあろうかと思われる大広間で・約600人の大宴会が催さ

れた。日本と少しも変らない純日本料理だつた。メイーン・テーブルには日

本知事団，バーンズ知事代理運輸局長松田博士，ニール。S・ブレイスデル・

ホノルル市長代理広重氏・駐ホノルル山本総領事等が着席した。桑田賢氏司

会，日本人連合会副会長安達氏の歓迎の辞に次いで宮内局長から日本知箏団

の紹介があり，共同団長安孫子知事から・概要次のような挨拶があつた。

安孫子知事挨拶要旨

　　『日本知事団を代表して一言ご挨拶申し上げます。今夕は私どものため・

　かくも盛大な歓迎会を開催していただき，感激いたしております。

　　アメリカの知事も日本の知事も，いずれも国民から選挙されるものであ

　りまして，この両者が相互理解を深め古すことは，日米両国民の理解と親

　善を深めることになると思うのであります。

　　当地の日系人の方々は・あらゆる方面に非常なる発展を遂げておられま

　すことは・まことに善ばしい次第であります。また日本は・戦後驚異的発

　展を遂げましたが，これ才た皆様方のご援助の賜と深く感謝いたして沿り

　ます。ハワイの日系人の方々のご努力に対しては，まことに頭が下る思い

　がいたします。

　　戦前には，日本人の発展の舞台として満州がありましたが，現在は，ハ

　ワイとブラジルしか無いのであります。私共はこの事実に対し・深い関心

　を抱いてお・ります。

　　私どもは・日本の発展とともに，日米の友好増進のため努力いたす覚悟

　でございます。』
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　歓送迎会は真に盛会裡に終つた。その間日本人が初めてハワイに入植した

のは明治元年で，43年は入植以来百年目にあたるので，明年は日本移民百

年祭を盛大に行うつもりで準備をしているとのことであつて・誠に心強い次

第である。

　午後10時・宴会を終り・一同自動車を連ねて空港に向う。空港にはパ

ーンズ知事夫妻，山本総領事その他多数の日系人が見送りに来ていた。そし

て一同再たび薫り高いレイを首からかけてもらつた。バーンズ知事夫人の車

椅子の姿を見ると・感激を禁じ得ないのである。バーンズ知事は・夫人の病

気のためアルコール類は一切たち・日曜日の礼拝を欠かさない。知事は大の

日本ひいきで・四男にけ「征四郎」という日本名をつけている程である。飾

らず・お世辞もいわず朴訥な人は，尽きせぬ人格の滋味をたたえているもの

である。

　午後11時45分日本航空2便により・ホノルル国際空港発・サンフラン

シスコに向う。

　ほんの10分ほどうとうとしたと思つたら・朝食だといつてスチユアデス

に起された。外はまだ真暗である。だがものの10分もたたないうちに空は

明るくなつて来た。朝食が終るともうサンフランシスコだから下りるのだと

いう。

亀

　　　　　5月19日（金サンフランシスコ～アイオワ州デモイン

　晴。

　午前7時30分・予定通リサンフランシスコ空港に到着。空港には，国務

省川本氏や・在サンフランシスコ島総領事等が出迎えていた。空港貴賓室で

1時間ばかり休憩ののち・午前8時30分ユナイテツト航空321便に乗り

替え同空港発。1時間半ほどすると大ロッキー山脈の甲央部にかかる。天気

がよいので下界ははつきり見下ろされる。ソートレイク上空と放送がある。

ユタ州は・1昨年日本知事団が訪問したところだ。ところどころ雪を頂いた
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山頂がくつきりと浮び上つている。全アメリカが山で蓋われているかと思わ

れる程に広大な山並みの連続である。大ロツキーをひと跨ぎして午後2時5

分シカゴ空港着陸。1時間休憩ののち・午後3時アイオワ州デモインに向け

同空港を離陸した。

　午後4時3分アイォワ州デモイン着。空港には・日本語で「歓迎」と書い

た横幕が張られ，ヒユーズ知事を始めノース・ダコタ州ウィリアム。ガイ知

事，オハイオ州ジエイムス・ロード知事・マサチユセツツ州ジョン・ボルプ

知事，ユタ州カルビン・ランプトン知事，ウエスト・ヴアージニア州ヒユレ

ツト。スミス知事，ウイスコンシン州ワレン・ノーエル知事等の出迎を受け・

制服の軍旗護衛兵の栄誉礼の甲を知事達は歩を進めた。次でリンカーン高等

学校生徒のパンドが日米国歌を演奏・終つて数名の女子高校生から・4名の

知事夫人に花束が渡された。誠に感激に満ちた歓迎であり，ヒユーズ知事の

心のこもつた配慮に対し胸打たれるものがあつち　　やがて一行は・待機してい

たハイヤーに分乗，宿舎セイバリー。ホテルに向つた。デモインはアイオワ

州の州都で・デモイン河畔にあり，入口22万の中都市であり，全米で55

番目の都会である。

ヒユーズ知箏夫妻主催の歓迎晩さん会

　午後7時からセーバリー。ホテル内デモイン。ルームで・アイオワ州知事

夫妻主催により・全米知事会実行委員との歓迎晩さん会が開催された。パー

ティには・アメリカ知事会会長ガイ知事を始め7名の実行委員を初め，州の

政財界人・教育界　　その他多数の知名人が参会して盛会であつた。

アメリカ知事会会長ガイ知事歓迎の辞

　『今晩は皆様よくおいで下さいました。日本の知事様方及び奥様方，本

当によくアメリカにお出下さいました。私は50州の知事を代表して歓迎

のご挨拶を申し上げます。これから皆様方は・十分に休養をとり・楽しみ
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ながらご旅行を続けていただきたいと存じます。特に夫人をお連れいただ

きましたことを私どもはうれしく存じます。私どもは日本を心から尊敬し

ております。それは日本が・産業・経済・教育等すべての方面に発展を続

けておるからであります。私どもは・日本の知事さん方が・何かアメリカ

の特徴を捕えてご帰国いだだきたいと存じます。

　今晩は皆様方と親しく肩を並べて談笑いたしておりますが・かつてはお

互に戦争を憎みながら相戦う羽目に至りました。今日ではお互に尊敬し親

愛する間柄になつております。このように世界各国が友情のきずなで結ば

れますことを希望いたします。

　ではアメリカ側の知事を紹介いたします。先づ酪農で有名たウイスコン

シン州のノーエル知事さん，モルモン教教会で有名なユタ州ランプトン知

事さん，工業の盛んなオハイオ州ロード知事さん・五大湖に面しているミ

シガン州のロムニー知箏さん，アメリカ最初の植民地マサチユセツツのボ

ルプ知事さん・最後にトウモロコシと豚の生産地アイオワ州のヒユーズ知

事さんであり育す。これをもつて私の歓迎のご挨拶を終り蓑す。』

亀

o

アイオワ州ヒユーズ知事挨拶

　　『1965年にロムニー知事ご夫妻と私どもは・日本を訪問することが

　出来，大へん楽しい旅行をいたしました。私どもは日本人のエネルギヅシ

　ユに活動する姿を見て・感銘いたしました。

　　アイオワ州は・山梨県と姉妹州県の提携をいたしており資す。

　　1965年に訪日の際たくさん贈物をいただきましたので・その時の諭

　礼をいたしたいと存じます。知事さん方には・釣竿と釣具とゴルフ・バツ

　クを，知事夫人にはAMANA　のウールのシヨールを拾贈りいたします。

　これらはご帰国後お手許にお送りいたします。』

　午後9時30分閉会。
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■

　　　　　　　5月20日　（±）　アイオワ州デモイン

午前8時セイ刈一・ホテルのア材・・ルームで朝飴ののち・午前

9時3。分から・塒3・分まで洞ホテ・‥グランド・ボーノ゜ルームで’

アメリカに紺る第3回日米知絵議が開棋れた・会議の詳細については’

第、部アメリカに紺る第3回日米知事会議頑を参照されたい・

日米知箏鑓の開餅銘の知嫉人は’・ユーズ知事の私邸で茶会に招

待され，鰻夫人の接待授け・子息や令孫のア・・バムなど観せてもらつ

た．夫人たちはいずれも和服で・・…ズ矢幡夫人を喜ぱせた・

州庁．州議事堂・鐘楼等参観

午後時・・分から・一ズ鱒の案内で・小li庁や州融堂洲騰内の

鐘櫛ど鯵観した．肺鉦面玄関には「リンカーンの側に子供が払ず

んでいる立像」、励，庁舎を囲んで数門の大砲繍られているのが順を

与えた．この庁舎は，・883年に竣工したその鱈のもので・蝉室の机’

椅子等は初代知醐来のものが畑に便用されて今日に及んでいる・願を

尊ぶ心齢あ紬ていた．天井酬のシールがあつたが・これはア材ワ州斗

の農産物の種子で造つたものである。

綱の芝生噸楼がある．この鋤・・959靴山梨財台風の大緯

を受情時，ア猫・服から35頭の豚・・・・…ブ〃エノレ（約2・°

。。トン）のトウモ・コシを贈られ・その返礼に1礫県民か鵬つたもので’

高さ、鳴重さ・・トンある。ビーズ縛は・自から鱗き概持つて鐘

をつい覗せた．続いて麟子鱒・酬知事・金子知事も・日米友好の鐘

酬らした．。＿ズ鱒の醐によると・r雛・2肋大みそか昧夜

の齢旭擬，昧と関係の深い人・を集め噺年を迎える行甦縮て

いる．州内の日系人はこの行髄非常に楽しみにし臼り・私の大き嬬り

である』ということだつた．日米友駆尽し臥といつてT・Hutten1°一

cher夫人が紹介されだ。
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　議事堂の傍に，高さ百数十恨もあろうかと思われる高い塔が立つている。

1865年の南北戦争に戦死した兵士の記念塔である。州庁前は高台になつ

ていて・デトロイト市街を一望のうちに傭敵することが出来る。

Lee　Stol1家訪問

　ここからバスで12哩離れたBondurantのLee　Stol1家を訪問した。

バスには州庁農業担当官Harn氏が同乗して・案内と説明をしてくれた。

Stoll氏は・屈強な体格の見るからに精力的な農夫である。農耕と家畜の

世話一切は・令弟とやつている。家族は・既に退職し農事に従事していない

厳父（アメリカでは65オ以上は年金を貰える）とStoll氏夫人・弟夫婦

と大学と高校に通学している二人の息子で経営している大家族農家である。

息子たちは・学校の休暇の間だけ農業の手伝いをするのみだというから，

主な働き手はStol1氏夫婦と弟夫婦の四人だけである。　Harn氏の説明に

よると・アイオワ州の平均的農家は，殆んど家族のみで農業をしているとの

ことであつた。

　Stoll氏は・アメリカの甲位の上部にある農家で，

　　『420エーカーの土地を所有している。このうち252エーカーはト

　ウモロコシ・100エーカーは大豆・50エーカーはその他を栽培してい

　る。アイォワ州の農家の一戸あたりの所有地は・200エーカーで米国全

　体の農家一戸当り耕作面積220エーカーより少ない。このあたりの地価

　は非常に安く，1エーカーが5・6百ドルなので・日本の知事さんも買つ

　て下さい』’

　などと冗談も出た。家の近くに畜舎（牛舎と豚舎）と倉庫があつて・掃除

の行き届いた牛舎と豚舎を視察した。　『牛は年間500頭・豚は1，200頭

を飼育している。トウモロコシ250エーカー，大豆100エーカー，アル

フアルフア50エーカーを耕作している。牛は1頭を飼育するのに半工一カ

ーの土地を必要とする。アイオワの平均一戸あたり農家の所得は・約7，000
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ドルである』とHarn　氏はいつた。アイオワでは・純粋に自作農として自

分の農地を耕作しているものは，全農家の約半分で・残りの半分は・自分の

農地を耕やすと同時に，小作農として生計を立てている。ところで小作の要

件は，小作者が労働力とか・機械力を提供し・地主が種子を出して・収獲の

半分は，地主に供出するのである。日本の小作要件とくらべて米国は非常に

地主に条件がいい。安孫子知事は・『それは地主に条件がよすぎるではない

か？』と質問されたところ・これに対しHarn氏は・『地主はこれでも大変

だといつているし・小作人は条件が悪すぎるといつている。また・農家は工

業生産に比べ生産が上らないといつているが・過去半力年に25パーセント

も地価が高騰しているではないかなど互に論ばくしている』とのことであつ

た。

　豚舎は清潔で，甲には入つて見ることが出来た。2週間後に子を生むとい

う大きな親豚がいた。Stol1氏の説明によると・『豚は1回に10頭位の

子を産むが，清潔にしないと病気になるので常に注意する必要がある。』と

いうことである。暖野の一軒家のようなStool家の畜舎でも・清潔にして

病気の予防に最善の注意を払つていることに感心した。さらにHarn　氏は

『牛や豚の病気は，見学者の足から伝染することがあるので・十分注意しな

ければならないが・皆さんは此処に来られる前に・他の農場に行かれたとは

思わないから安心しています』といつて笑つた。ジユーロツク・ヨークシヤ・

ハンプシヤなどの豚を飼育している。

　超弩級の牛が1頭いた。1675ポンド（750キロ）あるという。

Sto11氏が試験的に飼育している牛である。去勢してあつて角が無かつた。

Sto11氏はいつた。　『牛は140日間は1日に4．5ポンド体重が増す。約

5カ月して体重が240ポンド位になると売る』と。飼料は・トウモロコシ・

牧草，抗生物質等を混合して与えていた。水分は全く無く，粉のように見え

た。藁などは全く用いていない。

　日本で見慣れている豚舎の状況とは相当異つている。
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　ここでは自動サイロを非常に自慢しており，興味深く視察した。スィツチ

を入れると，自動的に各飼料がミツクスされる仕組みで・やがてベルト・コ

ンベヤーに乗せられ，牛舎や豚舎に運ばれる。円筒形をしたこの自動サイロ

の建設に，2万ドル（720万円）を要したとSto11氏はいつていた。

Sto11氏の家で茶菓の馳走になつた。午後4時30分ホテル帰還。

ヒユーズ知事夫妻主催レセプシヨン及び晩さん会

　夜6時30分からセーバリー。ホテルのテラス。ルームで・ヒユーズ知事

夫妻主催のカクテル・パーティとディナーが催された。初めの1時間ばかリ

カクテル・パーティーが行なわれ・続いて正式晩さん会に移つたが・この夜

の参会者は約300名で・その大部分ぱ・ヒユーズ知事の言葉によると・日

本を訪問したことのある人々であつた。

ヒユーズ知事歓迎挨拶

　　『私と私の家内は・今晩日本の知事の方々をお招き出来て喜んでおりま

　す。今晩この席にご出席の方々は・一度け日本を訪問されたことのある方

　々であります。

　　日本の知事さん方は・ハワイに2晩泊つたのみで，殆んど直通で当地を

　ご訪問になり・非常にお疲れであるにも拘わらず・今日午前甲日米知事会

　議にご出席いただき・非常に大きな収獲を収めていただきました。

　　今晩は・9名の日本の知事さんと，4名の知事夫人をお招きしておりま

すが・この席に出席しておられるアイオワ州の方々をご紹介いたします。

　これらの方々は・産業・農業・教育等に従事して●られる方々や公職にあ

　る方々及び州議員の方々であります。これらの方々は，心から日本の代表

　の皆様をお迎えして澄るのであります。

　　日本の代表の方々に，今まで1日半にわたリァイォワの教育・政治・農

業等についてご紹介して参りましたが・アイオワで最も誇りとして紹介い

一88一



．　たさねばならないものは・アイォワの州民であります』。

安孫子知事挨拶

　　『このたび私ども日本知事代表がアイォワ州を訪問いたしまして，この

　ように温かいご歓待を受けますことは・日本全国民が温かいご歓待を受け

　ておるのと等しいのであります。

　　日本を出発いたしますとき私どもは・アメリカ大使館を訪問してご挨拶

　いたしましたが・その際私どもを迎えられた公使の方が，ただ今ヒコ．一ズ

　さんが申されましたように’アイオワ州民は，非常に誠実な人々で・最初

　の大陸の訪問地としては最も適切であると申されました。

　　アイオワは，アメリカの甲心部に位しておりますが，アイォワの繁栄は・

　全米の繁栄と深いつながりをもつておるのでありまして，益々ご発展にな

　ることを齢祈りいたします。

　　今日はいろいろ拝見させていただきました。立派な州庁舎とその隣りの

　鐘楼を拝見いたしましたが・アイオワ州は山梨県と姉妹州県の提携を結ん

　でおられますので，あの鐘は・両州県友好のシンボルであると存じます。

そしてこのことは・米国と日本との友好と親善を物語るものであると存じ

　ます。

　　ヒユーズ知事及び知事夫人に心からお礼申し上げ・お礼の言葉といたし

ます。』

　ヒユーズ知事と安孫子知事の挨拶が終つてから，アイオワ大学の4名の学

生が・ヴアイオリンを演奏して歓待してくれたが，この学生たちは，全米は

もちろんヨーロッパまでも演奏旅行をしておる程の腕前であると紹介された。

この夜学生が使つたヴァイォリンは，ある博物館から特別に借用して来たも

ので・1個25万ドル（9，000万円）の高価なものであると聞いて唖然と

した。
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　　　　　5月21日　（日）

　　　　　　　　アイオワ州デモイン～ミシガン州デトロイト

　風もなく天気清朗。　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　セイバリー・ホテルのアイオワ・ルームで・ヒユーズ知事と非公式朝食会。

10時30分モーター・ケードで空港に向け出発。約20分で空港着。約1

時間空港貴賓室で待つ。ヒユーズ知事夫妻を始め・州庁幹部職員その他関係

者が多数見送つてくれた。

　午後12時15分・ユナイテツト航空246便でデモイン空港発。午後1

時30分シカゴ空港着。アメリカン航空貴賓室で乗替えのため休憩。午後3

時同空港発。午後4時10分デトロイト・メトロポリタン空港に着陸した。

空港でπロムニー知事・ラホドニイ日本名誉総領事を始め，多数州関係者の

出迎えを受けた。

　午後5時30分，宿舎ホテル・パンチヤートレインに到着・旅装を解いた。

ホテルに向う途中，雷光サインで「Japanese　Governors」　と出ている

のを見た。ちようど日本知事団の通る道筋に・同時刻電光掲示を出してくれ

た好意に感謝した。この日け終日飛行機旅行に費した訳である。

ロムニー知事主催晩さん会

　午後7時からホテルのオリエンタル・ルームで・デトロイト・エジソン会

社主催のカクテル。パーティーとディナーが催された。

ロムニー知事歓迎挨拶

　　『今晩は・日本から著名な方々のご出席をいただき・ご挨拶申し上げる

　ことを欣快に存じます。

　　私は一年半前日本を訪問し・九州地方を訪問いたしましたが・その時分

　会いした日本の知事さん方のうちで・今晩池田知事がご出席になつており

　ますが，再たび澄会い出来ご光栄に存じます。
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　私は日本を訪問して・日本は非常に古い歴史を持つ国であり，反対にア

メリカは・若い国であるということを痛感いたしたのであります。

　当ミシガン州は・日本と同様，産業の発展に努力して参りました。アメ

リカの経済発展は，ミシガン州が原動力をなしたといつても過言ではあり

ません。日本と西独逸は・異状な経済の発展を遂げましたが，われわれは，

これらの国の経済の発展にも協力して参りましたことを誇りと思うもので

あります。日本は，国の全収入の10パーセントを経済の発展に投入して

おられます。』

　このあとロムニー知事から・日本知事に，銅の盆が贈られた。日本知事団

を代表して池田知事からお礼の言葉が述べられ，各知事からの贈物がロムニ

ー知事夫妻に贈呈された。

　晩さん会終了後，日本知事団にそれぞれ靴が贈られることになり，各知事

の足型を紙に書いて係に渡した。

φ

　　　　　　5月22日　（月）　ミシガン艸1デトロイト

　晴。

　午前7時30分，ホテル・パンチャートレイン発。ブルーム・フイールド

丘のロムニー知事の私邸に向う。8時30分着。ロムニー知事は公館が無い

ので・、自宅に日本知事団を招待したのである。低い緑の丘の上に建つしよう

しやな洋館がそれである。庭に池があり，池畔は林に続き，静寂そのもので

ある。玄関をはいつて右側は居間でその奥が応接間になつている。玄関わき

の階段を下りると地下の部屋に出る。ここからスロープになつた芝生と林の

ある裏庭に続いていて・別荘のようである。芝生に日の丸の日本国旗がはた

めいていた。緑の背景の甲に，一点白地に日の丸は，何とも清々しい眺めで

あり・ロムニ知事の日本国に対する敬意と日本知事を歓迎する誠意に対し感

謝の念に堪えなかつた。
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　知事たちは，一階の応接間でロムニー知事と朝食を共にし・随行は・居間

でロムニー知事夫人の接待を受けた。ロムニー知事は・日本知事団と歓談の

際，『アメリカは外敵からの危険はない。アメリカの盛衰は青少年問題にか

Sつている。青少年の不良化防止は教育と指導が大切であり・私はいまこの対

策に取り組んでいる』と語られ・青少年教育の必要を力説された。ロムニー

知事は，アメリカ政界の大立物で・1968年の大統領選挙に・共和党から

推されている有力候補といわれている。

　居間で・日本側知事団から・それぞれ土産物が贈呈された。その際金子知

事は，次のような源平合戦の際の弓の名手那須与一の話をして感銘を与えた。

　　『波間に揺れる小船の上の扇の的を・海甲しかも馬上から射ることは，

　いかに弓の名手といえども至難甲の至難であつた。与一はしばし瞑目して

　成功を神に祈つた。天佑神助といわんか，与一は扇の要を射抜いて的はヒ

　ラヒラ海上に舞い落ちた。与一は神に祈つて成功した。ロムニー知事も・

　神に祈り次期大統領の金的を射止めてほしい。』

　田村氏は，国務省派遣の名通訳であるが，金子知事のこの話を・ウィリア

ム・テルを引用して巧みに通訳を行い・一同を感嘆させた。

　続いて裏庭に続く地下の部屋で・記者会見が行なわれた。この会見は・ロ

ムニー知事の記者会見に・日本知事団が立合った形だつた。2台のテレビ・

カメラでロムニー知事と日本知事団の撮影が行なわれ，終つて記者団からロ

ムニー知事にいろいろの質問が発せられた。

　知事の私邸は・前記のように緑の芝生と林に囲まれた閑寂そのものの邸宅

であるが・ボストン市の甲心から僅か1時間足らずのドライブで・こんなひ

なびた郊外に出られることは・ほんとに羨ましいことである。

ジエネラル・モータース会社視察

　ここけジエネラル・モータース会社の工場ではなく，The　General

Motors　Research　Laboratoriesといつて，技術の研究のみをしてい
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るところである。

　先づ訪問者の目を奪うのは・広大な敷地と清潔そのものの管理と・整然と

並んだ大きなビルである。敷地は975エーカーあつて，その甲で25個の

建物の占める面積は・330エーカーに及んでし（る。建物は5・6階建位で，

余り高いものは無いが・どのビルも竣工したばかりのように美しい。建物と

芝生と池が互に調和と均衡を保つている。通俗的な形容たが・全く絵のよう

である。中央には正に広大な池がある。池の向うのビルが小さく見える程で・

美しい水が満々とたたえられ・甲央に高い塔が立つている。ニカ所から噴水

が高く水を噴き上げている。静寂閑雅な近代的大城郭の感がある。

　この研究所は，15の科学及び技術の部門に分れ・それぞれに管理部と事

務部がある。15の各部は・それぞれに連けいがある。研究に従事している

人々は1，500名で・そのうち475人は大学で工学・物理学，冶金学，化

学・数学，心理学を専攻した人々で，更にその3分の1は修士の課程を了え・

その5分の1は物理学の博士号をもつている。これらの専門家には・約40

0人の技術者と200人の熟練工が協力している。一自動車会社がこれだけ

のスタツフを備え・25棟のビルを持つて研究に従事していることは・驚嘆

の外はない。僅か1時間30分の視察では，盲人が巨像を撫でるほどにしか

あたらず・子細に調べることが出来なかつたのは・残念であつた。

●

デトロイト経済クラブ昼食会

　午前10時40分視察を終り・出征軍人記念会館に向う。この日は

“Government　Day袖でミシガン・ウイークに当り，この会館で開催さ

れたデトロイト経済クラブ主催の昼食会に招かれた。参会者約600名で，

メイン・テーブルには・元知事や財界代表等約30人が列席・会食前に祈祷

が捧げられ・続いてロムニー知事から・一人一人日本知事代表が紹介された。

食後教育・交通・経済等の諸問題について，各代表の演説があつたが，通訳

も付かない演説を2時間も聞かされた次第である。
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　午後2時軍人会館発，

た。

フオード会社のリバー・ルージユ工場視察に向つ

フオード会社リバー・ルージユ工場視察

　午後2時30分から3時までの30分間・同工場を視察した。時間が短か

いので極く概要を視察したのみだが，同工場の説明者Mr．　Stanley　H・

Consineauの説明によると，『工場の敷地は，1，200エーカーあつて，

構内に工場の外に二つの病院がある。従業員は40，000人で，1日7ρ00

トンの鉄鉱石を使用するが・その半分は・自分の製鋼所で製鉄し，他の半分

は他から購入している。有名なヘンリー・フオードは・ここのRearborn

市に生れた。1日2交代制，20時間稼動で・賃金は，1時間3・77ドル

である。前のジエネラル。モーターズ会社では・1時間3・5ドルであった

から・こちらの方が幾分高いわけである。1台の自動車を製作するのに，延

19時間要する。工場は・テレ・タイプで統一的に指揮が行われている。流

れ作業で次ぎ次ぎ送られて来る自動車は・それぞれ色やスタイルが異つてい

る。これは注文によつて組立てられているからである』とのことであつたが・

オーダー・メイドの自動車をつくるなど・さすがにアメリカである。さしず

め日本の自動車は・レデイ・メイドというところか。更に同氏の説明による

と『一つの工場の長さは・1，100眼もある大きなもので・この工場から1

日に1，320台の自動車が生産される。このような工場がアメリカ国内に1

8・全世界に35あるという。異なるスタイルの自動車を・電子計算機を使

つて・流れ作芙で生産している。自動車1台の生産費甲に占める労賃の割合

は，30パーセントである。オーダー・メイドの自動車を造るので，甚だ高

価である。従つて大部分は国内消費に向けられ，輸出は全生産の2パーセン

トにしか過ぎない。それにフオード会社のような大型エンジンをもつ車は，

アメリカ以外では余り需要が無い。国内では1台2500ドル（90万円），

外国では6，000ドル（216万円）になる。石炭は，ケンタッキー，ウエ
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スト・ヴアージニア等から来ている。デトロイトに自動車工業が発達した唯

一の理由は，デトロイト河やルージユ河のような河川があつて・水運の便が

よかつたからである』と説明した。

　自動車の排気ガスの処理については，『1968年からすべての自動に浄

化装置をつける。工場の浄化装置も研究甲である』とのことであつた。

デトロイト河遊覧

　午後3時から，デブリーグ氏所有のヨツト「ジグミル4世号」で・デトロ

イト河を遊i覧した。デブリーグ氏自から乗船して接待につとめてくれた。デ

プリーグ氏は，1，200万ドル（43億2，000万円）の船主であると聞か

された。

　対岸はカナダである。河甲に赤く塗つた消防艇が歓迎放水をしてくれた。

五色の虹が美しく浮んでいた。巡航2時間あまり，午後5時過ぎ下船した。

●

Dwight　Havens氏主催晩さん会

　午後7時から出征軍人記念会館で，大デトロイト地区商業会所ドワイト・

ヘイブン氏夫妻主催のカクテル。パーティーとディナーに出席した。

　ヘイブン氏の歓迎の挨拶があつてから・ミシガン州上院の日本知事団歓迎

決議文が，知事団代表田部知事に渡された。決議文は・本文のまま次に掲げ

ることとする。

　ヘイブン氏の歓迎の辞に答えて，田部知事は，次のように感謝の言葉を述

べた。

　　『団長の命によつてお礼の言葉を申し上げます。

　　私は，4回アメリカを訪問いたしましたが・訪問する度ごとに・アメリ

　カ人の明つ放しで，誠実な気質がますます気に入つて参りました。このア

　メリカ人の気質を日本国民に伝え，日米親善の増進を図ることが・私の義

　務であると存じて宕ります。
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　私の友人・広島県永野知事の勧めによりまして・私が作詞いたしました

唄をご紹介いたし査す。』

　田部知事の自作の唄はヤスキ節であつた。満場の拍手を浴び・アンコール

の声が続いた。午後9時晩さん会を終了，バスでホテルに帰還した。

　　　　5月23日㈹　 ミシガン州～ワシントンD。C・

　晴。

　午前8時パスにてホテル・ポンチヤトレイン発。途甲マグレガー記念会議

場下車，フレイザー氏と会見後，午前9時グリーン・ブイールド・ヴイレイ

ジに到着した。

グリーン・ブイールド・ヴイレイジ視察

　Greenfield　Village　は・1929年10月21日に建設された。こ

こには3世紀にわたるアメリカの生活が描与されている。ヘンリー。フオー

ド博物館を始め，昔のまSのヘンリー・フオードの生家，アジル宝石店・サ

ラン・ジヨーダン下宿，リンカーン大統領が弁護士を勤めたローガン地方裁

判所・製粉所・実験室等・百余の歴史的建物が・260エーカーの敷地に散

在している。このうちには・鍛治屋・ローソク屋，ガラス屋，オモチヤ製造

所・印刷屋・ジユータン屋・銀細工商・織物屋等・実際に昔取引きした商店

が，そのまSの姿で保存されている。

　毎年通常130万人が・国内及び外国から訪問する。歴史的に重要なアメ

リカ人の科学・発明・工業・政治・音楽・芸術を見せてくれる。リンカーン，

ウエブスター・フオスター，フロスト・バーパンク・マツクガフイー，ガー

パー・ライト兄弟・ステインメツツ・エジソン・フオード等偉大な発明家・

科学者・政治家に関係のある建造物がある。

　ヴィレイジの門を入ると，右手の建物の隣りに・数本のライラックの大木
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があつて・桜ならば満朶のさくらといいたいところだが・枝一ぱいに紫の花

をつけ・見事であつた。二頭立ての馬車に乗つて構内の建物を見て廻つたが，

なかなか古風でいい。日本にもこのような文化的遺産を後世に伝え・後世人

を啓発する施設がほしいものだ。

ミシガン大学（The　University　of　Michigan）

　午前10時30分　An　Arbor（アナーバー）のミシガン大学着。総長

が留守であつたので・副総長Maruin　Niehuss氏が接待してくれた。案内

と説明は・同大学内日本研究所のRichand　K・Beardsley教授と鈴木幸久

教授がしてくれた。

　ミシガン大学は・今年創立150周年にあたるアメリカで最も古い大学の

一つである。もちろん創立当時は・小さな予備校にすぎなかつた。1841

年に始めて大学の認可を得た当時は，教師2名，学生7名という状況であつ

たが，現在は学生数38，000・教授・助教授・講師の数は・3，000人，

別に研究に従事している者2，500人，事務職員数は10，000人に達して

いる。学生1人当りの経費は・月謝年額1，000ドル，生活費1，500ドル，

合計2，500ドル（邦貨90万円）である。学生のうち8，000人は，大学

の寮に・3，500人は大学共済クラブの宿舎に居住している。約10，000

入は学生結婚をしており・これらの学生は，大学の管理するアパートに生活

している。

　図書館け・一般図書館（General　Library），学生図書館（Under－

graduate　Library）・及び25の各部図書館（divisional　library）

に分れており，全蔵書を合計すると・360万冊に達する。図書館の一部の

日本の書物を見ぜてもらつたが・わが国各県の県史才で揃つているのには驚

嘆した。

　大学の博物館は・美術・考古学，動物学・古生物学・人類学等の各館に分

れ・一般に開放されている。
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ミシガン大学の年間予算は，1億8，600万ドルとのことであつた。

午前11時20分アナーバー市庁到着。フルチヤー市長を儀礼訪問した。

ミシガン大学総長主催昼食会

　午後12時15分ミシガン大学迎賓館イングリス。ハウスでHarlan

Hatcher総長主催の昼食会が開催され・これに出席した。

副総長MarvinL・Niehuss氏から次のような歓迎の辞が述べられた。

　　『今日は日本の知事様方よく弁いで下さいました。今日は総長が留守で

　残念に存じます。ハツチヤー総長は，日本と深い関係をもち・日本を第2

　の故郷のように思つて詮ります。この前三笠宮殿下が来られ蓋した時も私

　け・その席に同席する光栄に浴しました。

　　今日は本校の図書館をご覧いただいて・私どもがどれ位日本に関心をも

　つているかがお分りになつたと存じます。

　　このたび日本の知事さん方が・齢忙がしいところ本校を諭訪ね下さいま

　して，本当にありがとうございました。こんなにたくさんの知事さんが来

　られたことは，アメリカの知事さんでもありませんでした。』

　続いてアナーバー市長は・次の要旨の歓迎の辞を述べ，各知事にアナーパ

ー市の鍵を贈られた。

　　『93，000布民を代表して・アナーバー市の鍵を拾贈りいたします。

　この鍵は，市の門を開く鍵であるとともに，お互の心の扉を開く鍵であり

　ます。そしてお互に胸襟を披いてお話合いしたいと存じます。』

平野知事から次のような挨拶が述べられた。

　　『私どもは・空港へのパスが1時半に出ると聞いてかります。それに乗

　り遅れますと・ワシントンまで歩いて行かねばなりません。余すところ26
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　　多P“8tp《江口範¢日rr撃“t孤P彦口b竃蓑口“筏口◆Bl

Offered　by　Senators　Gilb¢rt　Bursley，　Milton　Zaagman　and　Jαomz　Ha首

ACONCURRENT　RESOLUTION　OF　WELCOME　TO　THE　VISITING
　DEI．EGATION　OF　JAPANESE　GOVERNORS　TO　THE　UNITED
　STATES．

WHEREAs，　During　the　month　of　MayJ　967，　nine　Japanes¢Gov¢rnors　of　nine
of　the　Prefectures　oりapan　will　be　visiting　the　unit¢d　States　on　a　good　will　tour・

sponsorcd　by　the　United　States　Departm¢nt　of　Stateフand

WHEREAS，　This　good　wi11　tour　is　a　counte堕art　of　a　previous　tour　by　various

govemors　of　the　United　States　who　toured　Japan　during　1965；and

WHEREAs，　These　outstanding　Japanese　Govemors　and　their　parti㏄wi11｛把
guests　of　the　State　of　Michigall　on　May　21，22　and　23，　visiting　Detroit　and　other

points　of　interest　within　the　State　of　Michigan；now　therefore　bz　it

　RESOLVED　BY　THE　SENATE（the　House　o｛Repres¢ntatives◎oncurring），
That　its　members　gmciouslyεxtend　to　the　Japanese　Govemors　and　th¢ir伴rties
asincere　and　warm　welcome　to　the　State　of　Michigan　and　on　behalf　of　all　the
。itiz。ns。f　Mi・hig・n　g…ting・，　f・・a・・n・t・u・tive　and　educati・nal　vi・it　and　t』t・11

the　faciIities　of　th¢State，　the　various御口tical　units　of　gover㎜ent，　the　educatlonaI

and　s。ci。1　units・f　the　state，　and　all坤lic　facilities　be　at　thek　disp・sal，㎞・rder

t。maRe　their　visit　meaningfUl　and　rew頑ng　in　the　intereSt・f　int¢mati・nal　g・。d

wi11・and　be　it　further

　RESOLVED　That　a　copy　of　this　resolution　be　transmitted　to　each　of　the
f。11・wing　9・vem・・s，　wh・will　b・・n　this・ff丘・i・19・・d　will　t・ur3

　Tokichi　Abiko，　Govemor　of　Yamagata　Prefectur¢

　Masanori　Kaneko，　Govemor　of　Kagawa　Pr¢fecture

　Morie　Kimura，　Gov¢mor　of　Fukushima　Pr¢fecture

　Saburo　Hirano，　Govemor　of　Gifu　Prefectur¢

　Takenori　Kato，　Gov¢rnor　of　Okayama　Prefecture

　　Cho¢mon　Tanabc，　Govemor　of　Shimane　Pref¢cture

　　Itsuo　Nagano，　Govemor　of　H仕oshima　Prefecture

　　Sunao　Ikeda，　Gov¢mor　of　Saga　Prefecture

　Shin－ich加Shimoi，　Vic¢－Govemor　of　Nara　Prefectur烏

　Adopted　by　th¢S¢nate，　May　”，1967．

　　Adopted　by　the　House　of　Representativ¢s，］May∬，1967．
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分でありますから・そのうちの20分をロムニー知事さんに譲り，6分の

半分3分間で私のご挨拶を終りたいと存じます。

　今回のアメリカ訪問で・私どもが各州で受けましたご歓待と行き届いた

ご配慮に対しましては・どのような言葉で御礼を表現したらよいか，適当

な言葉を見出し得ないのであり㌢す。

　団長は断腸に通じます。ただ今当地を去るにあたり，正に断腸の思いが

いたすのであります。

　青少年の不良化防止について・青少年の生活を改善すれば不良化はなく

なると思つて泊りましたが・それは誤りであることを学びました。私共，

挙げて青少年の教育に努力したいと存じます。この点ロムニー知事さんは，

青少年の教育に渾身の努力を傾けて分られますので，育ことに意を強くい

たすのであります。

　昨晩私の友人の知事は，上手に歌を歌つて挨拶に代えましたが・私はそ

んな芸当は出来ませんので・まずいで挨拶でお礼の言葉に代えさせていた

だきます。只今はアナーバーの市長さんから・心の扉を開く市の鍵をいた

だきましてありがとうございました。』

　午後3時30分デトロイト空港発。午後5時15分ワシントン・ダレス国

際空港到着。時差1時間・直ちに宿舎ワシントン・ヒルトン・ホテルに向う。

竹内大使主催晩さん会

　午後7時30分から・駐米竹内大使官邸に弁ける歓迎パーティーに出席し

た。いつもながら・すし，天ぷら・さしみ・かでん等々パラエテイに富んだ

日本料理をご馳走になつた。ブツフエ・スタイルだつたので，好きなものを

何回もお代りして復一ぱい頂だいした。
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　　　　5月24日　（肘

　　　　　　ワシントンD・C・～ロードアイランド州プロビデンス

　午前9時45分駐米日本大使館で手配したハイヤーでホテル発ホワイト・

ハウスに向う。ホワイト・ハウスでは・昭和38年第2回日米知事会議の際，

日本を訪問した前フロリダ州知事で現在大統領府緊急計画局長プアリス・ブ

ライアント氏と275号室で会見が行なわれ・続いて同室でジヨンソン大統

領と会見が行なわれた。

‘

ブライアント局長挨拶と説明

　　『今日は日本の知事代表の方々と澄会い出来て・心からうれしく存じ㌢

　す。以前にご訪問いただいた知事さんとも再たびお会い出来て・何よりも

　うれしく存じます。

　　私は今までに三つうれしい経験をいたしました。その二つは，私が二回

　にわたつて日本を訪問しましたことと・いま一つは今日皆様方をお迎え出

　来たことであり査す。

　　私は元来，州知事が私に最も適した職業であると思つておりますが・そ

　の次に適した職業は・現在の職業であると存じております。われわれの政

　治形態では・以前は連邦と州とが余り密接でなくてもよかつたし・また・

　大統領と知事とが，そう深い関係は無か晒のでありますが・今日では・連

　邦と州は非常に緊密なつながりをもつており資す。現在州への補助金も6

　00種にのぼつており，道路，公園，工業資源・農業・警察・社会福祉等・

　いずれも連邦と州は密棚な関係をもつて澄ります。

　　私の現在担当している仕事は・二つありまして・その一つは・国家非常

　態制の発動する場合で・例えば龍巻き・台風等の起つた時であります。ま

　た・至急に資金を集めることも私の仕事であります。資金は1億5千万ド

　ルにも達しますが，この資金の運用の仕事もやっております。次は・この

　ような事態の起らないことを希望いたしますが，戦争の際・民間の物資を
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動員することであります。このため物資を貯蔵したり徴発したりする仕事

　もしております。

　　特に現在州の役割は・重大であると思います。それは州及び州以下の行

　政単位で行なわれることが多いからであります。

　　私は・みなさんが大統領と会われることをうれしく存じます。大統領は

実に立ぱ左方で・大統領と論会いしていただくことは，日米両国の理解と

　親善増進のため，まことに喜ばしいことと信じます。

　　フロリダに海洋学研究所が出来ましたが，天皇陛下が海洋学に深い造詣

　をもつておられますので・お見せ出来ればと存じております。池田首相に

　もお会いしましたが・亡くなられて残念でした。内山知事は・ご病気の由

　で心配しております。

　　私はあと二つのことをお伝えしたいと存じます。その一つは大変立ぱな

　贈物をいただいたことであり・この立ぱな贈物は・私が日本を訪問した時

　を思い出させてくれます。他の一つは・私の家内も日本で非常なご歓待を

　受けたことでありまして・家内が家出しましたら・日本を探せばきつと見

つかると思います。』

　ブライアント局長の歓迎のことばに対し，共同団長安孫子知事は，次のよ

うに挨拶した。

安孫子知事挨拶

　　『私どもは今回第三回日米知事相互訪問計画によつて・貴国を訪問いた

　しました。今回の訪問で一番うれしいことは・ブライアントさんに鉛会い

　出来たことであります。深く日本を理解しておられるブライアントさんが・

　このような重要左地位について詮られますことをうれしく存じます。日本

　の知事たちも，貴国との理解を深めるために怒力いたしております。

　　特に・今回もまた大統領にか会いすることが出来て，日米の理解を深め

　得ることをうれしく思います。ただ今は・ブライアントさんの立派なか仕
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　事について・いろいろお話を拝聴させていただき・ありがたく弁礼申し上

　げます。』

　ブライアント氏は，前記のように昭和38年10月，第2回日米知事会議

の際・夫人同伴でわが国を訪問され・翌39年日本知事代表団が訪米の際は・

夫人と共にチヤーター機κ同乗・非常な悪天候の甲を・自から州内の視察に

案内役を勤められた程で，日本及び日本国民に深い理解と愛情をもつておら

れる人である。今回・日本知事代表団がジヨンソン大統領と会見出来たこと

は・ブライアント氏の尽力によるところ多大であると思われる。このような

ブライアント氏の日本に対する深い理解と友情は・日米知事相互訪問によつ

て生れ・培われたものといつて過言ではない。

大統領の謁見

　ブライアント局長との会見に続いて午前11時40分から，大統領の謁見

が行なわれた。この席には・ハンフリー副大統領・ラスク国務長官・マクナ

マラ国防長官・ウイラー統合参謀本部議長等が陪席したが，ジヨンソン大統

領は終始にこやかに・日本との友好及び世界の平和維持について力説した。

謁見は・午後12時20分までの40分間にわたり，和気あいあいわうちに

行なわれた。

ボックス上院議員主催昼食会

　12時30分から上院会議室で・デラウエア選出上院議員∫・カレブ・ボ

ツグス氏（J・Caleb　Boggs）主催の昼食会に列席した。この昼食会にお

けるボッグス議員及び・ワイオミング州選出クリフオード・P・ハンセン上

院議員の歓迎のことばは・次のとおりである。

　なお・ボツグス議員は・これまで日本知事団の訪米の都度・すなわち今回

で3回歓迎昼食会を開いてくれた人で，第一級の親日家である。ハンセン議

員は・1965年アメリカ知事団訪日の際・始めて日本を訪問した人であり，
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今回日本知事団が訪問したハワイのパーンズ知事・アイォワのヒユーズ知事，

ミシガンのロムニー知事・ロード・アイランドのチヤフイー知事，ヴアーモ

ントのホフ知事等は，いずれも1965年に訪日した入々である。アメリカ

政府高官のうちに，このように多数の日本を知り日本を理解する人々が増す

ことは・日米知事相互訪問の大きな成果の一つである。

ボツグス上院議員歓迎のことば

　　『第3回日米知事交換訪問として・今回9名の日本知事代表団及び4名

　の知事夫人をお招きすることが出来ましてうれしく存じます。私は，デラ

　ウエア州知事をしたととがございます。

　　今日・日本知事代表団の方々は・大統領と会見出来て結構でした。ここ

　にラスク国務長官が出席して瀞られますので紹介いたします。（ラスク国

　務長官紹允、ラスク長官はこの日・重要な国防委員会を欠席してこの歓迎

　会に出席したもので・このようなことはかつて前例のないことであると新

　聞記者の一人が語つていた）。

　　次に前ワイオミング州知事で，現在私どもの同僚であるクリフオード・

　P・ハンセン上院議員をご紹介いたします』。

ハンセン上院議員歓迎挨拶

　　『皆さん今日は（日本語で）。

　　今日私は・皆さんにお会い出来て，ほんとうにうれしく存じます。日本

　は米国の友邦であり・偉大な国として尊敬しております。日本はLand

　of　rising　sun　の国であり，米国の最大の友入であります。

　　今日皆さんけ，大統領に会われましたが・大統領も非常に喜んでおられ

　ました。私は，1965年にアメリカ知事団に加わり，日本を訪問し，多

　くの友人を得ました。14日間の訪日甲・各地で国民の皆さんと親しくお

　会いすることが出来ました。
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　日本国民は・Can　doの国民であり・工業も非常に発達しております。

日本国民は・家庭を大切にする国民であり，また，非常に勤勉な国民であ

ります。

　アメリカには多くの人種が住んでおりますが・そのうち日本人が一番犯・，

罪を犯すことが少ないのであります。また・親切な国民で，始めて会つた

農民も工場の労働者も・等しく私どもを歓迎してくれました。何回でも日

本を訪問したいと思います。皆様のような方々に・世界の平和に尽してい

ただきたいと思い㌢す』。

オハイオ州選出婦人下院議員歓迎挨拶

　『日本の知事さんを沿迎え出来て・ほんとにうれしく存じます。下院を

代表してご挨拶申し上げたいと存じますが・私は女性ですので・先づ日本

の知事夫人に歓迎の辞を呈したいと思い㌢す。私も日本は大変美しい国と

聞いておりますが・そのうちぜひお訪ねしたいと念願してお・ります。

　昔け下院に］7名の婦人議員がおりましたが・現在では11名しかおり

でせん。

　私の主人はハーヴアード大学におりましたが，その頃日本の方と知り合

になる機会がありまして・日本人けすばらしい国民であることを知りまし

た。その後主人は・日本への輸出業務に従事いたしましたが・日本ではす

ぐ模造品が出来てしまい誓すので，間もなくその仕事を止めました。それ

程日本人は賢明です。

　特に知畢夫人に歓迎の意を表して，オハイォ州の州花であるカーネーシ

ョンを・拾つけしたいと存じます』。

　このあとハワイ州選出松永下院議員その他2・3の下院議員の歓迎の挨拶

があつてから・共同団長金子知事から・大要次のような挨拶があつた。
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金子知事挨拶

　　『只今は・ボツグス上院議員・ハンセン上院議員及び，ご列席の上下両

　院の方々から・こもごも歓迎のご挨拶をいただきありがとうございました。

　　今日は・日米両国国旗の前で・このように盛大な歓迎のパアーテイを開

　いていただき・心からお礼申し上げます。

　　日本とアメリカは・太平洋を隔てて遠く離れた国であると考えて欝りま

　したが・飛行機の発達は・この距離を狭めたのみならず，日米の友情は，

　非常に親密な関係に結ばれておりますことを，今日アメリカを訪問して，

　私は強く感じました。このことは日米知箏の相互訪問が・回を重ねて6回

　に及んだことによるものと存じます』。

　昼食会のあと・直ちに上下両院議会の傍聴が行なわれたが，上院議会では

ボツグス上院議員・ハンセン上院議員及ひその他の議員から，日米の友好親

善と日本を礼賛する演説が行なわれ・国会議事録に登録された。ボツグス上

院議員とハンセン上院議員の演説は・概ね次のとおりである。

ボツグス上院議員の演説（国会記録より）

　『議長・私どもは本日・日本の九つの県から高貴なる知筆代表団を，こ

の国会議事堂にわれわれの賓客としてお招きしておることを発表いたすこ

とは・私の光栄とするところである。同知事団は・アメリカ知事との交換

訪問の途甲で・ここワシントンを訪問されたのである。今朝ご一行は，ジ

ョンソン大統領により・ホワイト・ハウスに招かれた。

　賓客は・共同団長・山形県安孫子藤吉知事・同じく共同団長，香川県金

子正則知亭・　福島県木村守江知事，佐賀県池田直知事，島根県田部長

右衛門知事・岐阜県平野三郎知事・岡山県加藤武徳知事・　広島県永野

厳雄知事・奈艮県下位真一郎副知手の方々である。

　5月16日ホノルルご到着以来日本知事団ご一行は，アイオワ州デモイ
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ン及びミシガン州デトロイトを訪問された。

　ワシントンを去られてからご一行は，ロード・アイランドのプロビデン

ス，ヴアーモントのモンピリア訪問ののち・ボストンで公式日程を終るこ

とになつている。ヴアーモント訪問甲・ちよつとわき道にそれて・モント

リオールの1967年万国博訪問を含め・ご一行の公式訪問に国際色を添

えることになつている。アメリカ訪問が終ると若干の知事は，ヨーロツパ

を，叉他の知事ぱ甲央及び南アメリカを訪問し，更に若干の知事は・直接

日本に帰国される。

　今回は・日本知事団の第3回目のアメリカ訪問である。この前には19

62年と1964年に同様アメリカ訪問が行なわれ・アメリカ知事団は・

1962年ど1963年及ひ1965年に・日本の諸県を訪問した。そし

てわれわれの同僚・・ンセン上院議員は・1965年の日本訪問に参加され

た。このような日米知事の交換訪問は・1961年ホノルルにおける年次

知事会議によつて採択された決議文の線に添つて行なわれるものであり・

決議文のうちには・次のとおり記録されている。

1．アメリカ全国知事会は・日米両国の関係を強固にするため相協力すべ

　きである。

2．アジアにおける民主主義のとりでとして・又偉大なる工業国として日

　本は・その経済的成長と安定と繁栄によつて・自由世界のため本質的寄

　与を行なつた。

3．交換訪問は・思想の交換・共通問題の解決及び・各州と日本との貿易

　と旅行と文化の推進に役立つものである。かくして自由世界の平和と民

　主々義を大いに助長するものである。

　議長。今回は・上院が日本知事団を歓待した3度目である。アメリカ全

国知事会の元会長として私は・このような機会を持ち得たことを・喜びと

するものである。私は・国務省がこのような交換訪問を可能にするうえに，

最も大きな協力を行なつたものであることをつけ加えたい。最後に，議長，
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アメリカ知事団の日本訪問及び日本知事団のアメリカ訪問は・われわれ偉

大なる2国間の国際協力と理解を・いやが上にも増大するものであるとの

確信を重ねて強調したい。

　議長・私は前ワイオミング知事で・現在ワイオミング選出上院議員であ

る私の同僚ハンセン氏に発言を譲りたい』。

ハンセン上院議員の演説

　　『議長，私はデラウエア選出議員の私の同僚にお礼申し上げる。目下ア

　メリカを訪問甲のアジアの友邦国の紳士諸君について，ボツグス氏が言及

　されたことは，最も適切である。

　　9名の賓客については・それぞれ紹介されたので，私がつけ加えること

　はない。日本の知事各位のアメリカ訪問及び，アメリカ知箏の魅惑的感動

　的国家日本の訪問は，偉大なるわれわれ両国間の国際的協力と理解を助長

　すること多大である。

　　私はワイオミングの知事として，1965年に，離踏した東京と優美な

　美しさをもつ地方を視察のため・アメリカ知事代表団に参加する光栄に浴

　した。そして終始，どこの都市でも・また・あらゆる瞬間・日本国民の心

　尽しと好意には感銘の外口なかつた。それは私の最初の日本訪問であつた

　が，決して最後のものでぱない。この旅行の印象は数々あつたが・主とし

　て・僅か20年間に，甚だしい損害を蒙つた国家から・アジアの巨大な民

　主的工業国に生れ変つたことに対する尊敬の念である。

　　われわれけアジァの不安（unrest）　と不断の革命（revolution）

　について多く聞かされているが・日本には経済的，社会的進歩の緩慢な無

　言の革命（revolution）のみが見出された。そして個人と集団の勤勉

　を通じて・彼等自身を，彼等の家族を，そして彼等の国家を益しようとす

　る勤勉な国民の倦むことを知らない焦燥（unrest）のみが見出された。

　　日本は今日・アジアにおける最高の価人所得と・世界第3位を誇る鉄の
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製産と，最高の学問の普及率とを有している。また日本は・世界第一の造

船国である。これらは・日本国民が成就した進歩の単左る統計的指標にす

ぎないが・これらはまた・アジアの指導国家として着実な上昇活動を示す

ものである。

　日本国民と彼等の指導者は・産業と生産におけると同様・政治と社会の

質的向上にも・同様の関心を抱いている。また日本国民は・家庭と家族を・

社会安定の基本的要素と考えている。

　私の同僚が申したように・今回の訪問は・日本知事団の第3回目のアメ

リカ訪問である。私は今回の訪問は・将来何回も続けて行なわれる多くの

日米交換訪問の一つであるようにと希望している。

　私は，デラウエア選出ボツグス上院議員とともに・有能な国務省職員が・

日本知事団に差し伸べられたご協力及び・われわれの賓客を今日ここにお

迎えしたわれわれのため・差し伸べられたご協力に対し，国務省に謝意を

表するものである。

　私はボツグス上院議員と共に・日本知事団のアメリカ首都訪問を，心か

ら歓迎する。

　私どもは・ここに日本知事団をお迎えいたしたことを・喜びとし誇りと

する』。

ロードアイラント㌔ヒルスグローブ空港着

　午後6時55分アリゲニ航空829便にてワシントン・ナシヨナル空港発。

午後8時7分ロードアイランド州ヒルスグローブ空港着。空港には，Chafee

知事夫妻，Warwick市の市長PhilipW・Noel氏，州庁職員など多数の

人々が出迎えてくれた。Warwick　Veterans　Memorial　高等学校のコ

ーラス隊が・日本国歌を演奏して歓迎した。鼓笛隊のような服装をした少女

7・8名が・カーネーシヨンとバラの花束を知事夫人に贈つた。17・8歳

の背高くいとも可憐な姿は・周囲の人々を魅了するに十分だつた。ウオーウ
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イツクの男女高校生は，コーラスを合唱した。空港のすばらしい歓迎ぶりに

ついて，後に夕食会のときチエイフイー知事に伝えると，知事は・『これは

みんな日本を訪問したとき学んだことだ』と答えられた。

　　　　　　5月25日休）ロードアイランド州プロビデンス

　雨と風。

　午前8時15分パスにてシエラトン・ピルトモア・ホテル発。8時30分

州庁着。知事と朝食を会食した。雨と風が激しいので・バスの乗り降りには・

州庁職員が傘をさしかけてくれた。

シエイフイー知事歓迎挨拶

　　『ロードアイランドに・4人の夫人を含めた日本の知事ご一行をお迎え

　出来ましたことをうれしく存じます。あいにく天気が悪くて残念ですが・

　これは決して州の責任ではありません。連邦が責を負うべきことです。

　　わが州は，連邦甲最少の州でありますが・人口密度は最大であります。

　ロードアイランド州は・アメリカ建国時代の13州の1つで，当時移民は，

　英本国の宗教的圧迫を逃れ，宗教の自由を求めて当地に参つたのでありま

　す。

　　昔は繊維産業が盛んでありましたが，今日では工業が第一になつており

　ます。漁業も昔は盛んでありましたが，今日ではそれほどではありません。

　繊維産業は，全産業の5分の1程度で，これに次いで宝石細工・銀製品製

　造等で・保険業，銀行業等も盛んであります。また・海軍の基地が置かれ

　ています。

　　人口が増加するにつれて・日本と同様，ゴミの処理，交通等の問題が起

　きております。先年日本を訪問いたしました際，私は・このような問題の

　処理について学んで参りました。

　　かつては全米第一の富裕な州でありましたが・その後一時貧しくなり・
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苦難の道を歩みましたが・今日では再たび認められて来ております。

　今日の状態に導いたものは・立派な道路であると思いますが・私は更に

鉄道を重視しております。アメリカでは鉄道は斜陽化しておりますが・何

かよい再建方法はないものでしようか？　東京一大阪間の新幹線のよう

なものが建設出来たらと思います。

　目下州議会の開会甲でありますので，明後日終りますが，目下甚だ多忙

であります。私の立場をご理解いただき・昼食と夕食は皆さんとご一緒に

いただきますが，その他は失礼いたしますので，ご了承願います。州議会

の運営について苦労して詮りますので，議会運営についてご教示いただけ

れば幸いです』。

　朝食後，簡単な記者会見ののち・州議事堂を参観した。ロードアイランド

という州名は，昔同名の船から取つたもので，その船で使用した銀器などが

飾つてあつた。

ジョン。ブラウンの家　（John　Brown　House）

　1787年にジョン。ブラウンは・東洋を訪問，2年後に帰国したが，そ

の際建てたのがこの家である。英国式の建築で・室内には，日本人の筆にな

る1854年のペリー提督の日本訪問の絵，ジヨン・ブラウンの肖像画，九

谷焼などが飾つてあつた。一見仏壇のような家具があつたので・尋ねたとこ

ろ・読書や書きものの際使うテーブルであつた。そしてロード。アイランド

は・アメリカで最高の家具の製産地で・ディザィンは単純であるが，線が頗

る優美であると説明があつた。なお・ペリー提督は，ロード・アイランドの

生れである。

美　術　館

　デザイン・スクールに留学している土田英子嬢が，11時から試験が始ま
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